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元中津保育所の民営化に伴う第 12 回三者協議会会議録 

 

 

１ 日 時 

  平成 29 年 12 月 2 日（土） 午前９時から 

 

２ 場 所 

  てんのう中津保育園 

 

３ 案件 

 (1) 園舎建替えについて 

 (2) その他 

 

４ 出席者 

・ てんのう中津保育園保護者 28 人 

・ 社会福祉法人 天王福祉会 

一ノ瀬園長 ほか１名 

・ 保育幼稚園総務課 

西川課長・中路課長代理・北川係長・村田保育指導主事 

 

５ 発言要旨 

 

（ 市 ） 皆さん、おはようございます。 

      保育幼稚園総務課長の西川と申します。平素は、本市保育行政並

びにてんのう中津保育園の運営につきまして、ご理解とご協力を賜

っておりますことに、この場をお借りいたしまして、お礼を申し上

げたいと思います。誠にありがとうございます。 

      さて、三者協議会を開催させていただく前に、貴重なお時間少し

頂戴いたしまして、このたびの園舎の建替え事業について、お詫び

と経過につきまして説明させていただきたいと思います。 

      保護者の皆様におかれましては、このたび、園のほうから園舎建

替えについてのお話があってから、特に、次年度に５歳児クラスに

進級される４歳児クラスの保護者の皆様、また、保護者会役員並び

に関係者の皆様におかれましては、大変なご心配やご不安を与えて
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しまったことにつきまして、心よりお詫びを申し上げたいと思いま

す。申しわけございませんでした。 

      今回のてんのう中津保育園さんを含めた私立保育園等の建替え事

業につきましては、本市の最重要課題である保育所等待機児童解消

するための新たな事業として、整備計画に位置付け、作成したもの

になります。本年９月の本市議会において、建替えに必要な予算要

求をさせていただきまして、議会の承認を得たことから、10 月に老

朽化に伴い、建替えの必要性が高くなっている施設、民間保育園さ

んに対して事業協力をお願いしたものになります。市といたしまし

ては、この建替え事業により、老朽化が進みました施設の環境改善

整備と合わせまして、定員増を図っていただいて、現在、保育所を

待機しておられる方、待機児童の早期解消につなげたいという思い

から計画させていただいたものでございます。 

      なお、保護者の皆様への説明につきましては、園と調整を行いな

がら、丁寧に進めさせていただいたつもりでしたが、何度も説明会

や話し合いの場を持っていただくなど、結果といたしまして、私ど

もの配慮が足らなかったと言わざるを得ません。大変反省をいたし

ております。後ほど、担当のほうから計画案等について、園からは

これまでの話し合い、要望等についての説明、回答をさせていただ

きますので、ご理解を賜りたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

      貴重なお時間をいただきまして、ありがとうございました。 

（ 市 ） 改めまして、皆さん、おはようございます。本日は、公私何かと

お忙しい中、本三者協議会にご出席いただきましてありがとうござ

います。 

      それでは、これより第 12 回 元茨木市立中津保育所の三者協議会

を開催いたします。 

      まず、少しお時間を頂戴いたしまして、私どもの自己紹介をさせ

ていただきたいと思います。司会を担当いたします保育幼稚園総務

課管理係長、民営化担当の北川と申します。よろしくお願いします。

また、これまで保育所の民営化につきましては、保育幼稚園課が所

管しておりましたが、市の機構改革により今年度から保育幼稚園総

務課の所管となりましたので、どうぞよろしくお願いします。 

      それでは、紹介させていただきます。保育幼稚園総務課長、西川

です。 

（ 市 ） どうぞ、よろしくお願いします。 
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（ 市 ） 保育幼稚園総務課課長代理の中路です。 

（ 市 ） 中路です。よろしくお願いします。 

（ 市 ） 保育幼稚園総務課保育指導主事の村田です。 

（ 市 ） よろしくお願いいたします。 

（ 市 ） お時間いただき、ありがとうございました。 

      それでは、議事進行につきましては、三者協議会の議長である西

川保育幼稚園総務課長が行いますので、よろしくお願いします。 

（ 市 ） どうぞ、よろしくお願いいたします。 

      それでは、三者協議会を進めさせていただきたいと思います。ま

ず、案件に入ります前に、確認といたしまして、三者協議会の設置

及び運営に関する基準について、担当のほうからご説明をさせてい

ただきたいと思います。 

（ 市 ） 三者協議会の設置及び運営に関する基準について、抜粋して説明

させていただきます。 

      まず、三者協議会の目的としましては、民営化する市立保育所の

移管先の決定後から当該保育所の保護者、移管先及び茨木市で組織

する三者協議会を設置し、子どもたちへの急激な保育環境の変化を

最小限に止めつつ、子どもたちの最善の利益を確保するため、移管

条件の履行状況や保育内容の継続性を確認することとしています。

また、移管先の管理・運営事項を除き、保育内容を変更・充実する

場合は、三者で協議するとともに、それぞれの適切な役割分担のも

と、問題点の改善に努めることとしています。 

      次に、保育内容の充実としましては、近年では多様化する就労形

態に伴う保育需要の拡大など、保育サービスの迅速かつ柔軟な対応

が求められていることから、市立保育所の民営化に伴う保育環境の

急激な変化を最小限に止めることに配慮しつつ、地域で求められる

保育ニーズを十分に把握し、柔軟に対応することとしています。 

      ただし、てんのう中津保育園の保護者の意向を踏まえ、協定期間

中（平成 27 年４月１日から平成 32 年３月 31 日）までは、基本的に、

新たな費用負担がないよう、継続性に配慮するとともに、大多数の

児童にとって、良いと考えられる保育内容の変更であっても、変更

することによって、少数派の児童が、現状の保育を維持できない可

能性がある場合については、保育内容を変更しないこととしていま

す。 

      次に、協議事項としましては、法人における保育士の人事や給食

物資等の事業者の選定など、管理・運営に対する事項については、
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当該法人の責任と判断により適切に実施されるべきものであり、協

議事項とすべきではないとしております。 

      また、保育室のカーテンや給食調味料の変更など、保育環境の一

部であっても、子どもたちの保育環境に著しく影響を及ぼすもので

はない事項は、協議事項とすべきではないとしております。 

      最後に、その他留意事項としましては、民営化後（平成 27 年４月）

以降に入園することになった児童については、当該保育園の全ての

児童との整合性に配慮する必要があることから、原則、協定期間中

に新たな費用負担や制服の導入などがありませんと記載されており

ますが、保護者会の同意を得た場合は除くと記載されております。

ただし、協定期間終了後の変化を考慮して、できる限り、今後、発

生するであろう児童に提供する保育サービスにおける費用負担につ

いて、三者協議会の設置当初から例示し、保護者へ十分に説明する

こととしています。 

      一方、保育内容については、保護者負担に配慮しつつ、子どもた

ちの最善の利益を考慮し、激変緩和の措置期間でもある協定期間中

において、徐々に変更していく努力が必要です。 

      なお、三者協議会において協議した案件について、三者の合意が

得られた場合は、原則、決定事項として取り扱うことになります。 

      簡単ではございますが、説明は以上となります。 

      詳細につきましては、茨木市ホームページ内において、中津保育

所における三者協議会の設置及び運営に関する基準を掲載しており

ますので、ご覧ください。また、本日、資料を 15 部ほど持参してお

りますので、希望される方には後ほど配付させていただきます。 

      以上です。 

（ 市 ） ただいまの説明について、何かご質問等、ございますでしょうか。 

      本日、ホームページでも、これはオープンにさせていただいてい

る内容でございます。本日 15 部ほど持参させていただいております

ので、必要な方はお帰りの際に申出いただければ、お渡ししたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

      よろしいでしょうか。それでは、会議次第に沿って、説明させて

いただきたいと思います。 

      それでは、案件の１つ目、「園舎建替えについて」でございます。 

      園舎建替えにつきましては、私どものほうから施設整備計画及び

その経過について説明をさせていただきまして、その後、法人様か

ら園舎建替えについての説明をさせていただきたいと考えておりま
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す。よろしくお願いします。 

（ 市 ） それでは、まず整備計画と経過について説明させていただきます。 

      まず、建替えも含めてですけど、市で計画を立てています。それ

に沿って、いろいろな待機児童解消に向けての事業を進めています。

その一つが保育所等の建替えによる定員増という事業です。今年は

その整備計画等の見直しの年でした。 

      見直す中で、今後も保育需要は伸びていくだろうということから、

引き続き、計画に保育園等の園舎建替えによる定員増の事業を進め

ていくということになりました。まだ、これは計画案の段階ですけ

ど、８月上旬ですね、私立の保育園、認定こども園の園長会で、ま

だ案の段階ですけど、市としてこういう計画を進めていこうと考え

ていますということで、各法人様に建替え希望されるところがあれ

ばということで、希望を募らせていただきました。その中の一つが、

てんのう中津保育園でした。 

      まだ、その時点では案でしたが、８月 29 日、子ども子育て支援会

議で諮りまして、そこで正式に計画については承認ということで確

定しました。ただ、建替えに関しては、市も一部経費を補助してい

ますので、今度はその補助に係る予算の費用を９月の市議会に諮り

まして、正式に議決がおりたのが９月 27 日ということになっていま

す。 

      この段階で、市の計画と予算に関しては確定し、園の希望も一応、

これで叶うということになり、そこで正式に確定したということで、

保護者の皆様への説明ということに至りました。ただ、そこで、当

初、園と保護者の間で、二者ということで進めるという話にもなっ

ていたんですけど、そこは市も積極的に三者ということを進めるべ

きだったというところは、反省すべきところですが、経緯としては、

そういうことで流れています。保護者の方へも園からご説明や、ア

ンケートもされて、本日、三者協議に至ったという経緯になってい

ます。 

      簡単ではございますけど、以上の流れとなります。 

（ 市 ） 市のほうから、簡単ですけれども、今回の施設整備計画に至った

経過について、ご説明をさせていただきました。 

      続きまして、法人様から、今回、建替えに伴って、まず今、中路

のほうからございましたが、私も冒頭に少しお詫びと説明させてい

ただいたところですけれども、積極的に、まず大きく環境が変わる

という状況にもなりますので、そこで二者でお話をまずされるとい
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うところで、市のほうが積極的に入らせていただくべきだったとい

うふうに今、反省しております。 

      その中で、園と保護者様のほうで、説明に関してアンケート等も

取っていただいたということですので、その結果報告とあと要望等

へのご回答というふうにお聞きしていますので、そのほうに移らせ

ていただきたいと思います。お願いいたします。 

（法 人） おはようございます。本日はお忙しい中、お集まりいただきまし

て、ありがとうございます。 

      これまでに何度か、建替えについてのお話をさせていただいてま

いりましたので、少し時期を追って、時系列で説明させていただき

たいと思っております。 

      まず、建替えのお便りのほうを 10 月 19 日に配布、全戸配布させ

ていただきました。その後、その週にありました保護者会にて、建

替えについての意思があるということをお話しさせていただきまし

た。その中で、ご質問等もいただきましたので、４、５歳児の保護

者説明会として、10 月の 26 日、開かせていただいております。全体

での説明会としましては、10 月の 28 日に開きました。その後に４、

５歳児の保護者集会ということで、行政のほうにも入っていただい

てのお集まりが 11 月の２日にありました。せんだっての 11 月の保

護者会にて、これまでの経緯についてお話させてまいりました。そ

して、本日の三者協議会ということになっております。 

      今日の三者協議会にも向けて、建替えについてのご意見をお寄せ

いただきまして、ありがとうございます。今日は、それについて、

少しお時間を頂戴して、ご報告のほうをさせていただきたいと思っ

ております。お手元のほうにお配りさせていただいた資料となりま

すので、ご覧ください。 

      一番、皆様のほうからご心配いただいているのが子どもたちの外

遊びについてということになろうかと思います。環境が変わって、

園庭がないという状況の中で、できるだけ子どもたちには今まで以

上に外遊び、園外に出ての遊びをということで考えてはおります。

こちらのほうで、代替案として挙げさせていただいております公園

については、もう現在も通常、外遊びで行かせていただいている公

園となっております。一番近い公園となりますのが中村公園で、広

さ的にも子どもたちが行かせていただいて、グラウンドもあります

し、アスレチックもあるという公園となりますので、子どもたちに

は一番、使わせていただくにはいい、適している公園ではないかな
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と思っておりますので、市のほうに、園庭の代替として申請させて

いただこうというふうに考えております。 

      子どもたち、ここに書かせていただいております公園以外にも、

末広認定こども園、それからひだまり保育園、こちらの施設のほう

にも、園長先生方のほうにもお声をかけさせていただいて、園庭の

遊具や、また子どもたちを通じて交流をということでお話させてい

ただいております。そうしましたところ、快く受け入れてくださっ

て、子どもたちもぜひ一緒に交流を持ちましょうということで言っ

ていただいております。 

      それに伴っての朝夕の園庭遊びということになってくるんですが、

朝の登園に関して、登園後については、今現在のように一定時間は

室内で、室内遊びを取り入れることになります。その後、今でした

ら、10 時ぐらいを目途に、園外の公園に出かけていったりしている

んですけれども、できるだけ早目に、子どもたちがそろった時点で

園外の公園のほうには出かけていって、外遊びをしっかりと楽しみ

たいと思っておりますし、毎日、毎日、外ばかりではなくって、室

内での時間というのも工夫した保育というのは心がけていきます。 

      それからですね、あと運動会や発表会の練習についてのお尋ねも

少しいただいております。 

      運動会の練習は先ほども申し上げました中村公園のグラウンドの

部分で練習させていただこうと思っております。体育遊具等も職員

のほうで移動させて、子どもたちには活動させていただこうと思っ

ております。まだあくまでも予定ではあるんですけれども、運動会

の本番については中津小学校の校庭をと考えております。これにつ

いては、練習場所と本番の場所がちょっと違うということで、子ど

もたちにとって少し問題点もあるかと思われますが、また保護者会

の方ともご相談をさせていただきたいと思っておりますが、雨でも

体育館も押さえさせていただいて、もうその日、決めた日に運動会

を行えるのが一番いいかなというふうに現段階では考えております。 

      発表会の練習なんですが、基本、練習については、教室で練習を

しようと思っております。予行練習等については、やはり少し広い

場所をと考えますので、中津のコミュニティセンター、ここからで

すと子どもたちの足で歩いて10分強のところにあるんですけれども、

そちらの利用が一番適しているかと考えております。本番について

も、当初は小学校の体育館をと考えていたんですが、冬場で寒いと

いうことと、小学校ですと、なかなか暖房についても厳しい状況に
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あるかなと思いますので、中津のコミュニティセンターの多目的室

が、こことほぼ同じ大きさのスペースとなっておりますので、そち

らでしたら暖房設備のほうも整っておりましたし、子どもたちにと

っても環境的にもそちらが適しているのではないかなというふうに

考えております。ただ、利用申し込みが半年前からとなっておりま

すので、これについてはまだ現時点で確実にこの日を押さえていま

すというわけではなくって、予定しております発表会の半年前には

申し込みのほうに行きたいというふうに考えております。 

      それからですね、建替え後に、制服の導入、その他の費用負担は

発生するのかということもお尋ねいただいておりまして、先ほども

協定の中にもあったんですけれども、これは建替えに伴ってですが、

建替えに伴っての保護者の皆様における費用負担というのは全くあ

りません。制服の導入ですとか、それから費用負担が発生するもの

については、保護者の皆様と話し合った上で、必要であるとなされ

た場合には変更もあるかなと考えますが、現時点では全くそういっ

たことの導入も考えておりません。 

      それと、遺跡が発掘された場合についてもお尋ね、何件かいただ

いていたんですけれども、地盤調査によって遺跡のほうが発掘され

た場合には、調査のほうがまいります。出てきたものによっては、

調査期間が違ってくるかと思われますので、どの程度、延びてとい

う部分では、現時点では把握できておりません。 

      今後また、周辺の近隣の住民の方とも、まだ説明会を開いており

ませんので、12 月にこの建替えの案についてが決定しました時点で、

近隣の方ともお話し合いのほうは進めさせていただくことになると

思います。 

      すみません、お手元に資料をお配りさせていただきましたので、

ご質問が多かった分を少し、今、私のほうからお話しさせていただ

きました。幾つかいただいているご質問につきましても、同様のも

のについては、まとめて回答という形でさせていただいております。 

      お手元の資料の中で、水害のあった場合の避難場所であるとか、

泥んこ遊びであるとか、保育士の補充についてとか、そうですね、

２ページ目の畑であるとか、夏のシャワーであるとか、工事につい

ても、まだ業者が決まっておりませんので、決まり次第ご連絡のほ

うは随時させていただくつもりでおります。そこらあたりはすみま

せん、お話のほう、飛ばせていただいております。 

      要望として、お声のほうもいただいておりますので、最後の裏の
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ページに添付させていただいております。こちらのほうについては、

建設中の管理をしっかりとしてほしいということで、やはり安全面

についてのご心配、ご要望いただいておりますので、これについて

は、業者ともしっかりと話し合って、子どもたちにまた登降園の際

にも危険がないように十分徹底した取り組みはしていきたいと考え

ております。 

      それから、そうですね、今も申し上げましたが、業者が決まり次

第、情報提供のほうは速やかに行っていきたいと思っております。 

      最後になりますが、建替えについて中止してほしいというご意見

のほうもいただいております。これについては、もう園としまして

は、建替えについてのご不安をしっかりとお話しさせていただいた

上で、お話のほうは進めさせていただきたいというふうに考えてお

ります。 

      これについてのご質問のほう、ありましたら、お願いします。 

（ 市 ） ただいまの説明について、ご質問を受けたいと思います。どうぞ、

よろしくお願いいたします。 

（保護者） アンケートなんですけど、これは全世帯数何世帯のうちの何世帯

から回答を得たものなんでしょうか。 

（法 人） 108 世帯中、お寄せいただいたのが 18 件です。 

（保護者） わかりました。じゃあ、正直余り集まってはいなかったというこ

とですね。 

（法 人） そうですね、はい。 

（保護者） あと、もう一つが、気になったのが、中村公園で遊ぶという、そ

こは私も、広さ的にも、設備的にもいいんじゃないかなと思うんで

すけど、結構、よく聞くのが、その近くの周りの方って、子どもさ

んがいっぱい来て、子どもの声がうるさいっていうこととか言われ

る方とかもいらっしゃると思うんで、まず建替えするその近隣のマ

ンションとかそこにもお声かけすると同時に、やっぱり園庭がわり

として一定期間、ある程度の日数行くということをやっぱり近隣の

方にお伝えいただいて、子どもたちが楽しく大声を出しても、相手

の方とかが嫌がられないような形でご配慮いただけたほうがいいの

かなというふうに思うので、そこはちょっと十分、住民の方にもお

伝えはお願いします。 

（法 人） お声かけさせていただこうと思います。はい、ありがとうござい

ます。 

（ 市 ） 公園等、建替えの時だけではなく、各保育所、認定こども園、ご
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利用されています。そこで近隣の住民の方から、お子さんの声であ

るとかいう部分についてのいろいろな苦情であったりとかいう部分

についても市のほうにもいただいていますので、そのときにはしっ

かりと丁寧に、近隣の方にはご説明させていただくとともに、各施

設のほうにも、配慮しながら、お子さんのことなので余り声を出さ

ないようにとか、楽しく活動しているところもありますので、その

部分は、時間帯であったりとか場所をちょっと変えたりとかいう形

での配慮をしつつ、適正にそういう活動ができるようにというふう

には、市もしっかりと説明はしていきたいというふうに考えていま

す。 

      ほかに何か。 

（保護者） 朝夕の園庭遊びの時間のところなんですけど、幼児クラスは夕方

も近くの公園に出かけたりとありますが、何時ぐらいとかいう時間

は、想定はあるんでしょうか。夕方と言いましたら、お迎えの時間

がおのおの、ばらばらだと思うので。 

（法 人） 今、考えているのは、職員とちょっと話をしているのは、大体お

やつが終わった 16 時ぐらいから、冬場になるとちょっと暗くもなっ

てくるんですけれども、17 時半には園には戻ってこれるような時間

帯でというふうには考えているんですね。で、そうした場合に、そ

のお時間のお迎えにお越しいただく保護者には、公園のほうに来て

いただくのか、ちょっとそのあたりがご不便をおかけすることも発

生するかなというふうには考えておりますが、はい。 

（保護者） その 17 時半とかまでに、例えばお迎えに来るところは、何かその

お散歩には行けない、こっちに残るとかそういうことではない。 

（法 人） そうですね、それによっては例えば、行ってもすぐにお迎えにい

らっしゃるような状況でしたら、子どもも結局楽しめずに、公園に

行ってもすぐにお迎えにってなってしまいますので、ご相談させて

いただいて、園のほうで待って遊んでいるほうが、ご希望されるよ

うでしたら、それはきちんと保育士もつけてということで対応はし

ていきたいというふうに思っております。 

（保護者） もしかしたら、もう公園にそのままお迎えに行くとかいうことに

なるパターンもあるかもという。 

（法 人） そうですね、はい。 

（保護者） また何か、そこは決まったら教えていただけますか。 

（法 人） はい、わかりました。 

（保護者） 外遊びで、公園に行くというのはご説明いただいたんですけども、
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結局、それは毎日行けるのか、各クラスありますから週に１回とか

になるのか、そのあたりはどうなんですか。今は、天気がよければ

毎日、朝とかは園庭で遊んでいると思うんですけれども。 

      子どもたち、ある程度、外を走り回ったりとかして、パワーを発

散させないとストレスもたまったりするのかなと思うので、どのぐ

らいその公園に行けるのか。毎日、毎日って各クラスありますから、

現実として難しいのかなとは思うんですけども、どのぐらいの頻度

で行くのかなと思ったんですけども。 

（法 人） 基本的に、お天気がよければ外に出るというのは変えずにという

ふうに考えているんですね。体力づくりというか、子どもたちのス

トレスを発散するという部分においては、外だけではなくって、室

内でも、子どもたちが体育遊具とかを使いながら発散できるような

形というのはもちろん、雨の日は外に出られなくって、子どもたち

が活動がどうしても制限されるという部分ではそういったことも考

えておりますし、基本的にはお天気がよければ外に出かけていこう

というふうに考えています。 

（保護者） それは各クラス、毎日、お外には行くんですか。 

（法 人） 現段階で、毎日必ず行きますということは、ちょっとお答えはで

きかねますが、どの時間帯かでは出られるようになるんではないか

なと思っております。学年で、一緒に、例えば縦割りで一つの公園

に出かけたりであったりとか、それぞれが違う公園に出かけたりす

ることももちろん発生するかなというふうに思います。 

（保護者） にじ組、○○です。３つ、質問があります。 

      １つは、今の問いと続きになるんですけど、公園に行きますと。

一番手っ取り早いのが中村公園ですと。今でも聞きますけれども、

たまたま今日は末広さんと一緒だったとか、ひだまりさんと一緒だ

った、バッティングすることがあると思うんですね。２つの園ぐら

いだとバッティングすることはよくあると思います。ここで、ほぼ

日常的にてんのう中津が使うとなると、もう３つがバッティングす

ることもあるかもしれないんですよね。多分、今は、多分申し入れ

をされておられないと思うんですけども、多分、申し入れというの

は何かというと、今日、うち、中村公園に行きますからみたいな感

じのことは多分、されていないと思うんですね。それは、多分、そ

んなにバッティングはないであろうという前提で、多分、皆さん、

そういう形なんですけど、でもこれから、そうやってほぼ日常的に、

中村公園は一番頻度高く使うことがあるんであれば、今日はちょっ
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と３つ、一緒になっちゃいましたとか、例えば、ここで１クラスだ

け、例えばたいよう組だけ行きましたとかいうんだったらいいんで

すけど、今日は、たまたま今日、お天気いいから、じゃあ、たいよ

う組とそら組行きましょうとなったときに、たいよう組、そら組、

中津から行きます、ひだまりもたまたま行っていました、末広も行

っていましたってなったら、結構な人数がなるので、そうするとそ

こで遊具ってなったときに、中村公園の遊具ってというふうになり

ますよね。砂場もスペース的なこともあるとかいうのがあるので、

なかなか難しいと思うんですけど、ある程度のそういった頻度も含

めて、やっぱりバッティングするということがやっぱり大体、想定

されやすくなると思うので、その辺の対策を考えていただけたらい

いんじゃないかなというふうに思うところが一つ。 

      それから、もう一つ、ほかの園でちょっと何回か聞いたことがあ

るんですけど、園、公園には行かず、イオンに行っているという園

が、例えば、認可外とかも含めて、時々、その園児を連れて、イオ

ンに行っているとかというのを、保育時間中に園児を連れて、お散

歩の一環ですかね、何かそういうのがあるというのは、複数の父兄

の方から聞いたことがあります。多分、てんのう中津、そういうこ

とはしないと思うんですけども。ただ、もし例えば、そういった、

今ここに書いてあるところ以外のところで行くとなると、皆さんが、

保護者の方が皆さん、考えているのは、外遊びをというところで考

えておられるので、そうするといわゆる公園というようなところ以

外のことについては、外遊びの目的がちょっと違ってきてしまうの

で、その辺も含めて、ちょっと考えていただけたらいいのかなと。 

      末広さんとかひだまりさんとか、ほかの施設にということなんで

すけれども、両方ともに園庭が結構狭い園だと思うんですよね。こ

この、てんのう中津と同じぐらい、もしくはそれよりちょっと一回

り、ちょこっとだけ小さいんじゃないかというような、末広さんと

か小さいので、なので実際、そのほかの施設に行くところで交流も

いいことだとは思うんですけど、でも、結局そうすると、それだけ

の児童がばっと固まることになるので、その辺も例えば、月に１回

ぐらいを例えば園庭を使わせてもらうつもりなのか、そういう目安

でも多分教えていただけたら、多分保護者の方は、少しはちょっと

安心されるのじゃないかなと思います。 

      で、もう一つ、最後ですけど、ここに記載されていないんですけ

ど、プールのことについて、やっぱり水遊び、夏場、プールもそう
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ですけども、その辺も回数が激減するんではないかと。例えば、天

王のほうのプールにというような案もあるとは思うんですけど、移

動時間のこともありますし、お昼食べた後に行けるというようなこ

とで、たいよう組、お昼寝なしのたいよう組ぐらいしかないかなと

か、そういうことも考えると。ただ、そして、向こうは向こうで、

児童もいらっしゃるので、そうすると向こうの分を削って、こっち

が入らせてもらうのかということもあると思うので、そうすると、

向こうも向こうで回数が減るというのはやっぱり、向こうの保護者

の方もちょっと不安に思うところもあるでしょうし、なのでそうい

う、ある程度のそういった取り組みというか目安をできるだけ、例

えば今までは、全体、例えば週に１回で、週１回ではないですよね、

週３ぐらいかな、プールがありましたってなったときに、じゃあ、

この建替えの期間の間の水泳指導はいたし方ないというところある

でしょうけども、例えば週何回ぐらいになりますとか、各クラス何

回になりますとか。水遊びができる場所というのが大分、限られて

いると思うので、その辺も例えば、はな組かな、はな組とかだった

らば、大体、これぐらいになりますと、どこどこで週何回ぐらいに

なりますというのをタイミングのいいときというか、できるだけ事

前にちょっと計画を教えていただければなと思います。 

（ 市 ） はい、ありがとうございます。今、いただいたご意見、先ほどい

ただいたご意見とつながってくると思いますけど、その野外活動、

お子さんの野外活動の部分、それで主に公園利用であったり、あと

他園で、うわさですけどもイオン等でそういう散歩という活動をさ

れていること、それとプールの活動について、ほかの施設でという

ところですけど時間の関係とかがあると。 

      まとめさせていただくと、野外活動とプールについて、実際にど

のようにされるか園のほうで考えている目安であったりとか、取り

組むメニューですね、工夫してどのようにされるかということをま

ずしっかりと教えてほしいという趣旨やったと思うのですけれども、

そのあたりはわかった時点でお知らせをしていくという形。今、お

答えできることというのはなかなか難しい状況ですかね。 

（法 人） 他園の、公園のバッティングについても、ちょっとその辺は連携、

保育園とも連携をして、その辺はちょっと連絡はできると思います。 

（法 人） 事前に、ちょっとご連絡させていただいて、ここが建替え園で、

中村公園を一応、基本的に使わせていただこうと考えているという

旨もお伝えは今後させていただこうと思っておりますが、まだ現時
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点で、占有できるものでもね、皆さんの公園ですし、先ほどもおっ

しゃったように、近隣の方ももちろん遊びに来られているという状

況ですので、皆さんと譲り合いながらということにはなってくるか

と思います。 

      プールにつきましても、もっと具体的にその利用頻度というのは

お答えできるように整えていきたいんですが、五十鈴の市民プール

のほうに、子どもたちのその、子どもたちが散歩で桑田公園によく

出かけることがあるんですが、桑田公園に行っているよりも少し手

前といいますか、距離としては五十鈴の市民プールは、位置してお

ります。子どもたちの大体４歳のお散歩のコースでいつも桑田公園

に行く道で、五十鈴の市民プールには行けるんですけれども、そち

らのほうも事前に申請が必要ということで、例えば７月に使用した

い場合には前の月に申請をして、何回使用するということで申請を

してくださいということで、一応伺ってきておりますので、また具

体的にどの程度、子どもたちを連れていけるのかなというのは考え

ていきたいと思っております。 

      子どもたちの足で15分弱で五十鈴の市民プールのほうは行けます。

一応、バスも、公共の、近鉄バスでしたかね、走っていますので、

プールのすぐ近くにもバス停ありますし、ここも、そこの大通りの、

バス通りのところに出たらバス停もあって２駅、一応、バスのほう

を使ってという形もとれなくはないんですけれども、子どもたちは

今まで歩いてお散歩にも、公園にも遊びに行っている距離ですので、

決して歩いていけない距離ではないかなというふうに考えています。 

     乳児の水遊びについては、まだプレハブ、仮園舎がどういった形で

ということが何も決定はしていないんですけれども、できるだけそ

ういったビニールプール等がおけるスペースというのは設けていた

だきたいということで要望はしていこうと思っています。 

（ 市 ） ありがとうございます。今、ご意見いただいた中で、他園との連

携の部分については、市のほうからも合わせて、その施設さんのほ

うも、公園、使用しないでください、こちらの園庭が利用できない

期間というのは、それは、それによって他園さんの活動が、先ほど

もプールの部分でいただきましたけれども、活動が小さくなるとい

う部分については、そこは望ましいとは思っていませんので、でき

るだけ工夫できるところでお願いは、市のほうもしていきたいと思

っています。 

      それと、室内での、どうしても当然、物理的に園庭がその間、使
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えないという形になってくるわけです。それで、代替として公園の

活用であったり、他の施設というところで今、ご説明があったと思

います。ただ、やはりどうしても活動が大きく、どんどん、どんど

ん、月齢が上がっていきますと活動が大きくなってこられるという

ことですので、どうしても雨が降ったときであるとか、制限される

部分については室内での、先ほど、園のほうからもありましたよう

に、室内での活動をちょっと工夫してということを考えておられま

すので、そういうところがまた決まり次第、またこれはご説明して

いただけるというふうに伺っていますので、それをちょっと待って

いただきたいなと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

      ほかに、ご意見ございますでしょうか。 

（保護者） 運動会とかなんですけど、中津の小学校のほうというのは、もう

こういうのはある程度、ついている話というか。 

（法 人） 校長先生のほうにご連絡させていただいて、借りたい旨はお伝え

はしているんです。10 月の時期ですと、地域の運動会であったり、

で、小学校の運動会ももちろんありますので、そちらを外してとい

うことでお話はさせていただいていて、年度末、３月までにきちん

と申請という形でしてもらえれば、そこは可能ですということは伺

っております。 

（保護者） 今の運動会のことについて、雨の場合、体育館を使用するという

ふうなことをおっしゃっていたんですけど、運動場でしている練習

で、体育館でするというのと、子どもたちも変わってくると思うん

ですけど、そのあたり、その運動会で、運動場を利用するという演

目と、体育館に行った場合にはその同じ演目をするのかとか、あと

楽しみにしているリレーとかそういったことはどういうふうにされ

るとお考えは、どうなんでしょう。 

（法 人） そこらあたり、まだ職員とも詰めて話し合いは整ってはいないん

ですけれども、体育館に変わったとして、競技内容について変更の

意思は、現時点では考えてはいないです。確かに、土の上を走るの

と、床を走るのとでは、子どもたちも勝手が違いますのでね、そこ

らあたりが本当に子どもにそれが適しているのかというのは、ちょ

っと十分、熟知して、職員とも話し合っていきたいなというふうに

は思います。 

（保護者） もう雨の日は、絶対に体育館というのは変わらないんでしょうか。 

（法 人） グラウンド、先ほどもちょっと事前に申請をということで、何日

も押さえさせていただけるかという部分と、そうなった場合に、も



 16 

ちろん市民グラウンドのほうも、市のほうからも利用できるという

ことで聞いておりますので、場所を変更してでもそういったことの

利用というのも可能性としては考えてはいます。 

（保護者） 私が個人的な意見を言わせてもらうと、最後の年なので、できる

限り、子どもたちが楽しめる運動会が、全てのことにおいてですけ

ども、そういうふうにしていただきたいとは思っていますので、で

きる限りのことを考えていただきたいなというふうには思います。 

（法 人） 場所等もまた、その運動会とか、保護者会のほうで一度また、ご

相談させてもらって。 

（法 人） ご相談させていただきたいと思います。 

（ 市 ） 決定ではないですよね。 

（法 人） 決定ではない、決定ではないです。 

（ 市 ） 今お聞きしたように、体育館ありきということでお話をされてい

ることではないというふうに聞いています。ただ、その小学校のグ

ラウンドを活用するという形になりますと、10 月ですとやはり、メ

ーンは小学校の活動という形になりますし、地域での運動会という

ところもありますので、なかなか、その複数日を押さえることが難

しい。向こうでも、小学校の地域であっても、雨が降れば順延とい

う形になってくるので、その辺でそういう利用ができなければ体育

館でということで代替案を考えられたということですので。あと、

市のほうにもご相談はいただいていまして、その大きいところのグ

ラウンドでとなってくるんだったら、市の中央のところを利用して

いただくことはできないかというのもご相談を受けていますので、

今、いただいた意見含めて、保護者会さんのほうと、どのようにし

ていくのが一番望ましいか調整させていただいて、まだ先、予約の

期間はまだ先ありますので、そこについては確保して、できるだけ

広いところで活動できるようにという形で調整させていただきたい

と市のほうも考えていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（保護者） すみません、小学校の校庭を借りるという話なんですけれども、

平日になるということはあるんですか。ひだまりは多分、大池小を

使っているんですけども、大池小の運動会の代休の、平日の休みの

日を使って多分、やってはると思うんですけども。同じようにこの

中津小を借りるときに、土日は運動会もあるし、地域の運動会もあ

るし、その平日ならとかということで、平日に運動会がなってしま

うということはあり得るんですか。 

（法 人） そこらあたりも、保護者の方が応援に来てくださるという中で、
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皆さんのご意見も頂戴して、平日でも事前に日程調整が可能なので、

いいということであればそこも含めて考えていきたいと思っており

ます。 

（保護者） 今後の調整ということなんですか。 

（法 人） はい、まだ打診させていただいた段階で、その予備日として代休

の平日をお借りしたい旨は伝えてはいないですけれども、今、そう

いったことでお聞きしましたので。 

（保護者） 代休、平日にやってほしいということではなくて、当然、保護者

が行くことを考えたら土日のほうがいいと思うんですけれども、小

学校のほうが土日はもう無理だから、平日にしてくれというふうに

言われて、じゃあ、もう平日にやむなくこっちがやりますというふ

うになって、ここの保育園の保護者が平日だと行けないというふう

になってしまったら困るなと思ったので、ちょっとお聞きしたんで

すけども。ふつうは土日、今、土曜日でやっていますけども、基本、

土曜日なり、日曜日に開催ということは。 

（法 人） はい、そのほうで、なるべく考えています。 

（ 市 ） 日程の調整の部分については先ほどもお話させていただいたよう

に、まだ期間がございますので、今まで土日でされているというこ

とですよね。 

（法 人） 土曜日ですね。 

（ 市 ） 土曜日でされているということで、土曜日を基本に場所の確保と

いう形には調整させていただくという形になります。 

      ほかに、ございますでしょうか。 

（保護者） 今の園庭が使えなくなる期間なんですけれども、仮園舎、プレハ

ブを建てる場所の準備の期間から、新園舎ができても、プレハブを

取り壊して、園庭を整備してとかという期間になってくるかと思う

んですけど、大体、いつからいつぐらいまでを予定されているのか

というのと、プールで行ったら、来年の夏は使えないのかなという

のと、その再来年の夏については、もう整備されて新しいプールに

入れるような予定になっているのか、教えていただきたいと思いま

す。 

（ 市 ） はい、ありがとうございます。お願いします。 

（法 人） 再来年の夏というのは、もう新園舎ができてということですよね。 

（保護者） そうですね、ですので、その後、プレハブを取り壊して、園庭を

整備してとかということになると思うんですけど、そうなったとき

にはいつぐらいから園庭を使えて、プールも再来年の夏にはもう完
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成しているというか、園庭にプールがいつできるかというのをお伺

いします。 

（法 人） プールについてなんですけれども、園舎、新園舎自体は３階建て

を計画していて、以前にもお話させていただいて、人工芝を設けた

ところにプールのほうの設置は考えておりますので、現時点の園庭

の延長というか、園庭のところのプールという状態ではないです。 

（保護者） 園舎の中にプールがある形、プールがあるということ。 

（法 人） そうです、はい。今の予定では、そのような。 

（保護者） 園舎ができれば、プールもできているという。 

（法 人） そうですね、はい。で、園庭が使えない時期となりますと、そう

ですね、当初の計画で、仮園舎の建設が２月から始まることになり

ます。そうですね、新園舎に移るのが、３月に新園舎のほうに移る

ようにということで要望はするということでさせていただいていて、

その後に園庭のほうは取り壊し作業に入りますので、このプレハブ

を取り壊しになりますので、ちょっとそこらあたりが、そうですね、

まだその新学期の４月ぐらいまでは解体があるのではないかという

ふうに考えます。 

（ 市 ） はい、今、仮園舎の期間については、２月から２月まで、３月に

は新しい園舎にというところで、それと、今、その仮園舎の撤去の

期間については、まだ詳しいことは多分、業者さんも決まっていな

いのでわからないというところですが、これまで建替え、市のほう、

ほかの施設で見てきています。仮設のプレハブ系のものになります

と、ひと月もあれば撤去できているという状況にはありますので、

これ、ご参考です、あくまでご参考ですけれども、そういうふうに

ご理解いただければというふうに思っています。 

（保護者） 建替えの時期なんですけども、一応、予定は、予定に一応そうい

う形であると思うんですけども、万が一、遺跡が出た場合、そこの

イオンも出ましたし、そこのカネカの土地も出ましたよね。結構、

そういったときは発掘調査も含めて、大分かかることが想定される

と思うんですけども、なので、正直その、もし出たら、長くなると

いうのは仕方がない部分はあるんですけれども、かといって、じゃ

あ例えば、最長、例えば、もう最悪、１年間ぐらい延びるのかとか、

半年ぐらい延びるのかって、その全然、見当がつかないという中で

はちょっと、そうすると学年もどんどん変わってきてしまうので、

一応予定では来年の２月から再来年の３月に予定していますよとい

うことですけど、最悪は半年ぐらい延びる、もしくは最悪は１年ぐ
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らい延びるというようなこともあり得るのかどうか、そちらも含め

て、ちょっと非常に難しい回答かと思うんですけど、その辺は、例

えば、今までの経緯で、例えば、市のほうではどういうふうに考え

ておられるんかなと。わかる範囲でいいです。 

（ 市 ） 今の遺物、遺跡ですね、遺跡か遺物が仮に出てきた時の、その期

間がどれぐらいそれにかかるかというご質問と思うんですけれども、

実際に掘ってみないとわからないというのが、これ、教育委員会に

もお尋ねはさせていただいた、所管しているのが教育委員会のほう

で所管していますので尋ねさせていただいたんですが、試掘といっ

て、まずどれぐらいの深さに埋まっているのかというところで変わ

ってくるというのが大きな部分になってくるんですけど、確認させ

てもらいました。 

      それは、今、言っていただいたように、幅が広いです、非常に、

言い方とすれば。期間が長くなることもありますよ、短い場合もあ

りますよという、すごく、もう掘ってみないとわからないというの

が結論なんですけど。 

      ただ、今おっしゃっていただいたイオンであったりとか、ここの

建替えであったりとか、近隣でもう既に、そういう建替えをされた

時に、割りと出ているということなので、そのあたりではこの地域

から、その同じ規模で出るだろうという想定はできるということな

ので、その想定、現在、今まで実績あったことを踏まえて、計画を

立てていただけるというふうには聞いています。ですので、今、２

月から建替え期間が翌年の２月までという形になれば、その中でも

し、今の想定されるものが出てきた場合、これぐらいストップしま

すよというところを含めての建築の計画、今後の契約になってくる

んですけど、そちらのほうで契約を結ばれるというふうには聞いて

います。それでよろしいですかね。 

      ですので、答えにはなっていないかもしれませんけど、いつから

いつの、出てきた深さであったりとか、ものによって期間は変わり

ます。ただ、今、既にもうこの周りで出ている実績というのがあり

ます、そこを含んで契約をされるというふうな形になってきますの

で、もし、想定を仮に超えたものが出てくるとなると延びる可能性

がありますし、もし、想定よりも小さいということであれば、もっ

と期間は短くなるという形にはなるという。 

（保護者） そしたら、その遺跡が出たとして、そういうのもある程度、考慮

した上で、一応３月末というような感じですかね。 
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（法 人） 私もそれを確認したら、最短で１週間から３週間ぐらい、そのも

のやったら問題ないと、それ、例えば、ここも 1.5 メーターぐらい

掘るというふうには聞いている、建物の大きさによって多分、掘る

深さも多分違うと思うんですけど、もし、その中で何かすごいもの

が出てきたら、やっぱり１カ月とか延びてしまう可能性も、最大は

あるというふうには聞いていますけど。 

（保護者） じゃあ結局、やっぱりそれによって、半年延びるとか、１年延び

る、そこまでのあれはない。 

（法 人） 出てくるものによるというのは聞いている。 

（保護者） すごいものが出てきたら、あれなんですかね。 

（法 人） それは多分、歴史的な何かが出て。 

（ 市 ） 教育委員会にも聞いているんです、そうするとやはり、想定され

るこの地域にはありますよというのは、出ています。ですので、こ

ちらの当然、そこでも出ています、こっちでも出ているということ

で、この地域で今まで、建替え等されたところについては出ていま

す。 

      ただ、今、掘る深さ、根切というんですけど、建物は上が高くな

ればなるほど深く掘らないといけない、ですので、今マンション計

画であれば、背の高い建物になってくるので、相当深く掘るという

形ですので、そこで深さはもう多分、大体出ている状況やと思うの

で、今、ここが３階建てであれば、どれぐらい基礎のために掘りま

すよというところでいくと、今、オケージョンがありましたように、

３週間からその程度というところなので、それをベースに契約をさ

れるというふうには考えているんですけれども。ただ、そこをリス

クをちょっとどれぐらいされるか、それを延ばせば、その分、日々

の時間の、工事の時間が長くなるから。 

（ 市 ） １日の時間を長くするとかいう形になってきますので、ただ、そ

うなると今でいうと人件費、細かい話で申しわけない、人件費にな

ったりとか、いろいろ工事経費に上乗せになってくるというところ

もあるので、そこは十分ご意見お聞きしている、その期間におさま

るような形で契約をされると。まだ、契約も何も、今済んでいない、

実際、国のほうに上げていますけど、国のほうからＯＫですよとい

うのは、まだ正式にはおりてきていないところですので、これはも

うおりてくる、もう近々におりてくるということですけれども、そ

こからしか動けないんですね。勝手にその前に試掘したりとか、そ

ういうことがちょっとできないという状況ですので、そこについて
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は出次第。 

（保護者） 何カ月、もしかしたら、そうやって２、３カ月後ろに、もしかし

たらですけど、延びることもあるかもしれないし、逆に予定どおり

にいくかもしれないしというようなところで、ですよね。 

（ 市 ） 一応、想定されることを踏まえて。 

（保護者） 一応、踏まえて、一応計画は立てています。 

（ 市 ） そうです、計画は立てていただける、契約していただけるという

ふうには聞いています。ただ、想定をというところがちょっと。 

（保護者） わからないですよね。 

（ 市 ） 動きがあるという可能性がゼロではないという形です、はい。 

（保護者） 今、いろいろ案を、代替案というか、ちゃんといただいて、今後

は、市のほうもそこを、何というか十分にそれを実行していただけ

るように、市のほうも、何と言うんですかね、実際に案を立てて動

くのは園だと思うんですけれども、そこは何か、見ていっていただ

けるという認識でいいでしょうか。 

（ 市 ） そうですね、園のほうから代替案、保護者様のほうにはお示しを

されるという形にはなってきます。詳細な部分、保育の中身の詳細

な部分については、直接、二者、保護者さんのほうと園のほうで日々

されるという形にはなってきますけど、その中で、もしそのご意見

等について、もう少しということであれば、直接お話していただく

のもいいですし、あと市のほうにも、三者協議会というこういう場

を設けさせていただきますので、そこで話をさせていただくのもい

いですし、あと園のほう、市のほうにお電話いただければ、園とど

こまでできますかとか、いろいろ、こういう工夫とかありますよと

かいうのは連携しながら協力させていただきたいというふうには考

えています。 

（保護者） プレハブで過ごす間、プレハブの一部屋、クラスの大きさという

のは今より大きくなるとか、小さくなるとか、あるんでしょうか。

あとお昼寝、ホールがなくなったら、お昼寝というのは、乳幼児さ

んとかもプレハブのクラスにお布団を敷くという形に。 

（法 人） まだ、本当に業者が決まってはいないんですけれども、子どもた

ちの過ごす教室スペースというのは決められておりますので、そこ

はきちんと、今よりも、この人数に対してのこの広さというのが決

まっておりますので、そこは変わることはないです。 

      お昼寝については、今も言っていただいたように、ホールがない

ですので、現時点では自分のクラスでお昼寝をするという形をとる
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ことになるのではないかなと思っています。 

（ 市 ） はい、ほかに。 

（保護者） 要望が３つほどあるんですけど、ちょっと実現の可能性は低いか

なとは思っているんですけど、１つ目は、工事の見学とか、子ども

たちができたらいいなと思います。安全面の配慮はもちろん要ると

は思うんですけど、こういう機会でないと工事現場って見ることが

ないと思うので、ぜひ子どもたちに、いろいろ見せてあげられたら

なと思います。 

      で、２つ目が、給食なんですけど、多分、給食センターからとか。 

（法 人） 自園調理は変わらないです。 

（保護者） 自園調理は変わらないんですか、あ、じゃあいいです。 

      じゃあ、３つ目がプールの問題があったんですけど、これ、中津

のコミュニティセンターにちょっと何かグラウンドみたいなのがあ

りますね、あそこを使われているところを私、見たことが余りない

んですけど、あそこに仮設プールとかっていうのは。 

（法 人） それも、すみません、途中で。伺いに行ったんです、夏場、ここ

のグラウンドでプール使用というのはということで。もちろん水道

代とかもお支払いはしますということで。 

      ただ、プールを持ち込んで、子どもが入っての水遊びというのは、

乳児がやっているような水遊び、例えばスーパーボールをすくった

りとか、そういうような夕涼み会でさせていただくようなことは可

能なんですが、頻繁にプールに入ってというのはちょっと使用はで

きないということで、今は聞いているんです。 

（保護者） そうなんですか。それを茨木市さんが交渉は、やっとけやぐらい

の、とかできないんですかね。 

（ 市 ） コミセンの有効的に活用できないかというご要望やとは思います。 

（保護者） ちょっとビニールプールとかじゃなくて、がっつり仮設を建てて

しまって、１カ月間据え置いて。 

（ 市 ） 組み立て式のやつですよね。 

（保護者） ほかの園とも一緒に使うというふうにすれば、コミュニティセン

ターを有効活用しているという感じにならないかなとは思うんです

けど。てんのう中津が私的に使うんではなくて、ほかの園も含めて

だったら実現できるんじゃないかなとはちょっと思ったんですけど。 

（ 市 ） 今、いただいたアイデアといいますか、ご意見の部分について、

すみません、ちょっとコミセンのほうは私も所管外になってきます

ので、、また、もともとのコミセンの使用目的というところがあるの
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で。 

（保護者） そうですね、そのとおりです。 

（ 市 ） 今、言っていただいた、そういうことが可能なのかどうか、そこ

の縛りがあるので、そこはちょっと市のほうでも確認させていただ

きたいと思います。 

（保護者） はい、お願いします。 

（ 市 ） 安全面でいくと、一つの施設が使えるということになれば、それ

は可能なところ、出てくると思うんですが、ほかもってなってくる

と、そしたらこれをやる実施主体はどこですかとなってくるのと、

あと、そこでもし水を使って、そしたら衛生管理はどこ、もし、そ

こで水を入れかえていたら大腸菌とかそんな問題はないですけれど

も、なったときにというところがあるので、慎重に実施する場合も

しないといけないというところがあるので、そこについては市の所

管しているところになりますので、関係課のほうに、今いただいた

ことがどういうところまではできるのか、それで、今、スーパーボ

ールを使ったような遊び方であればというところまではお話しでき

ているということであれば、そういうことをどういうふうにしてい

けるかというのはお話しさせていただきたいと思います。それでま

たお伝えさせていただきたいなと、園のほうから伝えていただく形

になると思いますけど、お願いします。 

      それと、工事の見学というところで、一つ目、おっしゃっていた

部分ですけど、そこはまだ契約が済んでいないので、どういう請負

契約されたときに、そういうことを設けていいかどうか、向こうも

請負契約というのになりますと、建てるまでが向こうの持ち物にな

るんですね、基本的には。そこに、いわば施主であっても勝手に自

由に入って、何かできるものというものにもなっていない契約があ

るので。それとあと、お子さんやっぱり入られて、そこには当然、

工事期間中であれば実際、その中にはくぎが落ちていたりとか、そ

ういう状況にもありますのでね、そこが、安全がしっかりと確保し

て、できるかどうかというのは今後の契約の中でできると思うので、

実現可能であれば、今のご要望も含めて対応していただけたらと思

います。 

（法 人） 業者が決まり次第、一度要望として交渉させてもらいます。 

（保護者） 仮園舎中、水害があった場所の避難場所として、このアンケート

にもなっているんですけども、イオン新茨木店がこのあたりで一番

高い建物というふうに書かれているんですけど、やっぱりその大規



 24 

模災害が起こった、水害じゃなくても地震のときとかだったら、地

面がぼこぼこに割れて、危ない状況で、その中を園児が歩いて、茨

木イオンとか中津小学校もまあまあちょっと距離がある、イオンの

ほうがまだ近くて安心かと思うんですけど、向かいのマンションも

イオンよりかなり大きいですよね。そういうのでも、お隣のマンシ

ョン、皆さん、そういう事態になったら協力されるとは思うんです

けど、そういうので一番安全、道、近くで移動できるというので、

隣のマンションをちょっとそういうのでご協力いただきたいなとい

うふうには思うんですけれども。 

      あと、災害になったときは、断水とかガスもとまるし、すごい状

況になるんで、その園としてもお水の確保とか、ある程度、その隣

とか、そういうのは、プレハブのときでもちょっとそういうスペー

スをつくっておいていただけたら、ちょっと安心やろうなと思いま

す。園舎の建替えとはちょっと離れてしまうかもしれない。 

（法 人） 十分ではないんですけれども、一応備蓄庫は設けていまして、園

舎の外に置いております。まだまだ全然そろってはいないので、十

分ではないんですが、少しずつ補充していく形で、足してはいって

います。 

（ 市 ） 今いただいたご意見、大規模災害があったときの対応をしっかり

というところだと思います。今、園のほうでは備蓄倉庫、外に置い

てされているということですので、そこはしっかりと今、いただい

たのを踏まえて、引き続き対応していただきたいというところと。 

      あと、確かに大規模災害、水害、地震、それぞれいろいろあると

思います。ですので、仮設になったからということではないと思う

んですけど、本園舎であれば、鉄筋コンクリートであればまたその

災害度合いが違うという形になりますので、仮設というところで、

もう一度しっかり見直していただいて、今、いただいたそのマンシ

ョンが高いのであれば、そのそれぞれの、水害があればできるだけ

高いほうに行って、ここまで津波は、今言われている東南海、東南

海というか、仮に四国の沖で起こっても、津波がここに、仮にすご

い津波が来たとしても、何時間もかかるという状況ですし、ここま

で家は、そこまでつかるというふうな想定は今のところはされてい

ない状況です。ただ、やっぱり水害になったときには、水位が出て

きたときに、それはできるだけ高いほうにというお気持ちはすごく

よくわかるので、仮設を踏まえた、もう一度、マニュアルを見直し

ていただいて対応していただけたらというのは、市のほうからもお
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伝えさせていただきたいですし、お水とか、そこら辺の部分につい

ては、当然、市のほうも準備していますので、そこら辺は、そうい

うふうになったときには適宜対応するというふうにしていますので、

連携しながらやっていきたいというふうに思っています。 

      はい、ほかに。はい、どうぞ。 

（保護者） 水害についてということだったんですけど、今現在の時点で、避

難訓練とかで何かあったときは外、園庭に出てというのを多分して

いると思うんですけど、今度、建替えになったときに、避難する場

所がないかと思うので、そのときは避難訓練も含めてどこを考えて

おられるか、ちょっと今の案でもいいですけども教えていただけま

すか。 

（法 人） もちろん園舎内での火災が発生した場合には園外に出なきゃいけ

ないですので、現時点でそれが確実に子どもたちに安全な場所とい

うのが、すぐに避難できる広さが想定できないですので、今も言わ

れているように、うちでいうところでしたら、どうしてもちょっと

離れてはしまうんですけれども、この裏手のマンションの駐車場か、

もしくは回り込んだ駐車場のところで自分たちで一角に集まるとい

う形をとるのが一番近い場所での避難先になるのではないかと、現

時点では考えています。もちろん実施は、毎月していかなきゃいけ

ないことですので、はい。 

（保護者） 避難訓練としては多分、今、おっしゃっていたどちらかを多分、

想定というか、実際にそういうことが起こらなければいいんですけ

ど、この避難訓練は、保育の中でしていかれると思うので、じゃあ、

多分その辺は、今の、今考えられているところはそのマンションの

裏側の駐車場か、もしくはこっち側の通路の、そこの入り口のとこ

ろですかね、そこの前の駐車場のスペース。 

（法 人）はい。 

（ 市 ） はい、お願いします。 

（保護者） 建替えの中止はもうしないというような感じで最初、おっしゃっ

ていたと思うんですけど、工期がおくれて、工期がね、本当だった

ら、もう地盤調査とかも始まっているとかという時期になっている

とは思うんですけど、そのあたりのところはどういうふうに、今後

なっていくのかなということを聞いてみたいんですけど。市の説明

もまだというふうにおっしゃっていたので、どんなふうに進んでい

くのかなと。 

（ 市 ） 今後の、言えば、建替えに向けてのスケジュール的なところです
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かね、言っていただいた、その近隣の説明が済んでいないとか。 

（保護者） 当初なら、本当はもう何か、こういう、何と言うんですかね、反

対意見というか、そういう中止してほしい意見がないという前提で

多分進めていた工期だと思うんですけど、今、ずれ込んできている

ので、中止はしないということであれば、今後はどういうふうな感

じで進めていくのかなというふうに思うんですけど。 

（ 市 ） 今、建替えについて中止はしないという前提でのというところな

んですけれども、冒頭にちょっとお願いは、説明させていただいた

ように、今回、市が今回、この建替え事業、てんのう中津保育園さ

ん含めて、ほかにもあるんですけれども、それをお願いしたのは待

機児童対策というのが一番です。今、確かに市とすれば、今ご利用

いただいている方の保育の質を確保するというところも一つ、責任

を持っています。それとあわせて、ご存じのとおり、茨木市の場合、

待機児童が非常に多い状態、今年は、今年度４月には 350 程度、新

たに建替えを含めて確保させていただいて、今まで 150 程度あった

ものが 58 人程度に、３分の１という形にさせていただいたんですけ

ど、まだいまだ、依然として、この地域でも特に多く、待機してい

ただいているという状況ですので、それと国のほうが、今年６月に

新たに、国は 29 年度末、今年度末が待機児童のピークですというこ

とでは、ちょっと今まで、それで整備計画を進めてきたんですけど、

実際、６月にはさらに女性の就業率が上がっているとかいうところ

で、今後も保育需要というのは伸びていきますよと。それで、受け

皿の確保が必要ですよということをもって、改めて計画をつくらせ

ていただいて、今回、お願いをして、今回、こういう状況になって

いるというところです。 

      ですので、市としても、31 年以降、受け皿、さらに必要というこ

とで、今回、提案をさせていただいて、てんのう中津さんのほうに

はご協力いただけるという状況になったので、今回、このような流

れで説明をさせていただいているところです。ですので、園長先生

のほうからは、中止は今のところ、考えていないという話、いただ

いたんですけど、市のほうも、そこは 31 年４月に向けて、非常に工

期も短くって、準備も短いというところで、大変ご苦労、皆さんに

もご不安なところ、与えてしまったということは十分理解させてい

ただいているんですけれども、31 年４月、受け皿確保はお願いした

いというふうには思っているところです。 

      ですんで、今後、まだ、ただ手続的には、国のほうにも、先ほど
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も当初、時系列ではご説明させてもらいました、８月に計画を立て

させていただいて、９月に予算が確保できて、10 月から保護者さん

のほうに説明をさせていただいたという流れになっています。で、

一方、実際、今回建替えさせていただくのが、ちゃんと財政的に、

法人さんのほうに建替えができる、財政的に問題がないか、適切に、

建ててしまって、後、運営ができなくなって、保育所を閉じますと

いうことは絶対、あってはならないという形になっていますので、

そういう、しっかり建てていただくことができるのかどうかという

審議会も市のほうで開かせていただいて、有識者さんのほうから財

政面も含めて問題ないと、建替えについては問題ないというご意見

もいただいて、手続を進めさせていただいて、国のほうにも、国も

府も言えば補助金出しますので、その申請も今、させていただいて

いるところです。それがおりてまいりましたら、実際、その試掘で

あったりとか、地元説明、それができるという形になりますので、

そこからなってくる流れになりますので、今後、何かがおくれてい

るということではなくって、今、手続的にはしっかりと進めていた

だいてる状況にはあるというふうには認識しています。 

（保護者） 遅れているわけではないんですか。前にいただいた工程表では 11

月に地盤調査が始まってというふうになっているんですけど、国の

認可がおりない限りはそれは進められないということですか。 

（ 市 ） 試掘については、すみません、今聞くと、別契約、本来の建築の

中に、通常は含まれてくる形になるんですけど、しようとしたらで

きるということで、多分、ここ、近隣には出るという前提であった

ので、まずは試掘をということで計画を、多分立てておられている

のがあげられているというふうには思われます。 

（保護者） それは国の許可がおりないとできないような工事ではない。 

（法 人） 当初、最初、国からの内示が 11 月の末ぐらいって、最初は、一番

初めは聞いていたので、その国のあれがおりてから試掘と思ってい

たので。結局、まだ国からの通知がまだ。 

（ 市 ） まだ来ていない。 

（法 人） まだ来ていないので、できない。 

（保護者） だから、この工程をもらって、ちょっとそら組のほうの保護者に

聞いたら、やっぱりちょっとそこがひっかかってくるというか、そ

ういう工事が始まるんであれば、結論をというか、私の話で気にな

る点、何かというと、何か不安材料な部分もあったんで、今、国か

らおりないとできないとか何かいろいろ聞いてくると、結局、何か
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おくれているんじゃないかというふうに思ってしまうんですけど。

何かそこの部分がちょっと、私的にはだまされた感があるんですけ

ど。 

（ 市 ） すみません、そこは、ご不安な思いさせてしまって、申しわけな

い。私どもも、府、国通じて、国に申請を上げて、国から、大もと

の補助金が出てくるのは国も府も、そこがＯＫが出ないとできない

ということで、市とすれば、別に何か手続がおくれているというこ

とではなくて、適切に締め切りに合わせて、させていただいていま

す。施設のほうにも通常、これまでもそういう形で手続、進めてい

ますので、通常であれば 11 月末には、本来、おりてきますよという

ことで、それをもとに計画を立てていただいたということですので、

その部分でちょっとおくれている部分については、大変申しわけな

いなと思っています。国のほうにも、できるだけ、もちろん確認を

させていただいて、早くということではお話したいというふうには

思っています。すみません。 

（保護者） すみません、建替え、ちょっと話を蒸し返すようで申しわけない

んですけど、ちょっと情報がいろいろ出てきて、いろいろ聞いてい

て、ちょっと訳がわからなくなっているところもあって、今後、あ

と１年なんですけど、うちの子を通わせるとしたら、ちゃんとこう、

何と言うんですかね、オープンにしていただいているという情報は

出てきているというところもちょっと確認したいのでお伺いするん

ですけれども、今回の建替えは、結局、待機児童対策、老朽化対策

ではないんですか。何と言うんですかね、待機児童対策として、市

の計画の、その計画の中で動いているものなんですか。 

（ 市 ） 待機児童対策と合わせて老朽化、築 35 年以上たっておられる施設

の、老朽化施設の環境改善をあわせて実施したいということで、今

まで、建替えさせてきていただいて、建替えで定員増を図って、待

機児童解消に努めさせていただいているところが、今年度末の計画

を持っていなかったんですけど、今後、国のほうからまだ保育需要

が伸びますというのが、今年６月に出ましたので、それを受けて、

市のほうでも今後、保育需要がまだ伸びるというところで、31 年度

以降、30 年４月、今年、来年４月のオープンに向けての確保という

ような事業は進めさせていただいていたのが、その以後はありませ

んでしたので、今後も伸びるということですので、両方をさせてい

ただくということで計画を立てさせてもらったものです、はい。 

（保護者） 老朽化については今後も建替えていくという計画がある。 
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（ 市 ） 今あるのは、今回、示させて、ご提案させていただいたのは、35

年以上の施設さんだけです。国のほうも言えば、補助金をつけます

よと、待機児童対策であれば補助金、言えば、さらにつけますよと

いうところなので、それに言えば、させていただいているというと

ころです。ですので、予算というのが、計画ではこれだけ、待機児

童が今後伸びるので、これだけ要りますよということで、３年であ

ったり５年であったり、今は 31 年度までの計画しか、国の大きな計

画というのは５カ年の計画はないんですけど、それに基づいて、今

回、作らせていただいた整備計画になります。 

      これ、ちょっとわかりにくいかもしれませんが、計画は計画なん

です。ただ、予算というのが、言えばこれ、国も府も市も一緒なん

ですが、単年度なんですね。一年度だけの予算になります。あと、

継続予算、今年、建替えの一部の予算が出ました、設計の予算出ま

した、当然、来年度は出ませんよという話になると、単年度ではだ

めなんで、そのときは継続的には認めてくれるんですけど、基本的

には単年度という形になります。 

      ですので、今、予算がついているのは、今回、エントリーをして

いただいた３カ園だけです。計画ではあと６カ園、全部で９の施設

がありましたので、35 年以上経過されている施設があったんで、そ

こにはいかがですかと、今回でしたら予算、３園は今回つきます、

その後については保証、ちょっとできていません。あくまで、議会

に提案させていただいて、承認が、了解が得られれば予算がついて

実施という形になるんですけど、当然、今おっしゃったような、仮

に大規模災害が起こります、そちらにお金をつけないといけないで

あるとか、ほかの重要課題のほうに必要ですとなってくると、今言

っていたその３カ園がゼロになったりとか、２施設までやったらい

けるよとかいう形になりますので、予算についてはちょっと保証さ

れていませんよ。それはもう、各法人さんのほうには、保証された

ものではありませんと、今年度については９月はついたので、つけ

ていただいたので、その分については確実ですということで提案さ

せていただいて、エントリーいただいたという結果になっています。 

（保護者） 計画はあるけど、予算はまだわからなくて、今のタイミングで手

を挙げた３園に関しては予算は保証されている、予算を全部取って

いるから、絶対保証されている。 

（ 市 ） 予算的にはそういう形で。 

（保護者） 園も来年以降も老朽化の計画はあるということはわかっているけ
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ども、老朽化対策で建替えすることができるかもしれないという計

画があることはわかっているけれども、予算がつくのは確実なのは

今年、今の段階では今年のこのタイミングで手を挙げるしかないの

で、手が挙がって、ここに至っているということでよろしいですか。 

（ 市 ） そうです。 

（法 人） ８月の園長会でのお話で、今回のこの計画に申請、至ったんです

けれども、その時点で、もうこういったことでの計画といいますか

予算についてのことがもう今年でということでしたので、うちとし

てはもちろんその老朽化もずっと考えていましたので、申請させて

いただいたので、すみません、その計画という部分では、私の中で

はなかったです、はい。 

（保護者） 何か、そうなると、来年以降も計画はあるということは園は認識

されているはずだという市の話はそういうことなのかなと思うんで

すけど。 

（ 市 ） 計画的な話というのは、もうこれ、８月に施設のほう、園のほう

は知っていて、10 月から保護者説明、遅いじゃないの、その時点で

というお話、お気持ちも十分わかるんです。 

      ただ、先ほど言いましたように、この計画というのは６月以降、

そういう数字が、保育需要がまだ伸びますというのを受けて見直し

を始めています。その中で、どういう計画を新たに、新施設をどん

どん、東京のようにどんどん膨れ上がってきているところであれば、

そういう形も考えられるんですけれども、茨木市の場合は北摂７市、

この高槻市であったり、ほかでいくと保育所の施設的には数って多

いんです、数でいきますと。で、ただ、施設の規模が少しずつ、小

さい施設が多かったという状況です。 

      今後、もう一方、待機児童の問題があるんですが、少子化という

問題が一方あります。ここで、どんどん、どんどんつくってしまい

ますと、後、言えば、子どもたちが今後、なかなか 10 年、20 年、10

年で急にふえるかというと、なかなかそれは見込めていないという

状況があるので、今度ピークアウトになったときに、言えば施設が

不要になってくるという問題もありますので、そこも踏まえながら、

見ながら、計画を立てさせていただいた。 

      それでいくと、少子化になりますけれども、今の既存の施設さん

を建替えをしていただいて、定員増と環境整備を図らせていただく

ことで、将来的にもお子さんが減っても、それは今度伸び伸びとで

きる状況にもなってくるというところなんで、そういう茨木市とし
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ての主な計画としては、新設ではなくって、老朽化したところを建

替えでいきたいということでつくらせていただいています。 

      ですんで、計画についても、急に予算がおりてから、施設のほう

に話をしているとなかなか間に合わないというところがあります。

ですので、まだ計画は確定していませんよ、まだ計画も保証されて

いません、予算も保証されていませんが、こういう形で進んでいま

すというのを８月に団体さんのほうにはいわせていただいたと。そ

れが、当然、その会議の中で、いや、こんな計画ではだめよってな

れば、計画の見直しという形に今度なりますので、そこで言うとま

たおくれるという形になるというリスクは説明をさせていただいて、

これは保証されたものではありません、予算もまだ、今の時点では

ついていません、ですけど、こういう方向性では考えているので、

一度考えておいてくださいねというのが８月のお話でした。 

      ですので、当然、保護者様のほうに、その未確定な時点でこうい

うお話はできないということで、それはまだあくまで内々な話です

よということで進めさせていただいていまして、計画が立って、８

月末に計画を承認いただいて、あと議会のほうにその計画と予算を

含めて９月に提案をさせていただいたと。で、それを受けて、承認

いただいたということなので、ただ、今年度、９月以降、31 年に建

築に向けての予算はそこでつけていただいたという形なので、３園

どうですか、手を挙げてくださいということで、いただいたのが中

津さん含めて３園、あと２園あったという形に流れにはなります。 

      それで９月末にお話がオープンにできる状態になったので、そこ

から正式な、言えば、仮のスケジュールとかつくっていただいて、

その中に 11 月末ぐらいには手続、市のほうの手続、審査会とか開い

た、あと国に申請したりしたら 11 月末ぐらいにはできるということ

でのスケジュール感になっていたという流れにはなります。 

（保護者） 仕組みは大体、つかめたんですけど、園のほうが、その老朽化の

ほうの対策の計画のほうはもしかしたら、あまり認識されていなか

ったのかなという。 

（法 人） そうですね、はい。 

（保護者） ちょっと今、印象があったので。 

（法 人） 私の中ではちょっと、すみません、そこの部分の理解が欠けてい

たのかなと思います。今のお話を伺っていても、もうこれでという

部分で私は理解していたので、おっしゃっているようなその３年の

計画という部分では、私の理解は、はい、欠けていたかと思います。 
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（保護者） 規定の効力について、ちょっと伺いたいんですけど。規定の効力

といいますか、今回のその建替えというのも、何かしらの規定にの

っとって、それを進めていっていると思うんですけども、その冒頭

の説明にありましたように、一応、協定期間中はその少数派であっ

ても現状の保育を維持できないという可能性がある場合は保育の内

容を変更しないというふうに、まずは明記してありまして。とは言

いつつも、国の方針で、待機児童の話であったりとか、老朽化の話

が出てきて、今回、一応、進めていきましょうとなっているという

ふうに認識しているんですけど、この規定がある中で、そういった

老朽化とか待機児童という話が優先度が高くなっているか、そうい

う規定があって、覆すことが可能だというときというのは、何かし

らそう明文化したというか何かそういうルールか何か、ルールかわ

からないですけど、何かにのっとって、そういうふうに進めていく

ことができているのか、何かちょっとなし崩し的に行っちゃってい

るのかというところがちょっとわかっていなくて、そこをちょっと、

もしわかれば教えていただきたいなと思います。 

（ 市 ） 協定、今、冒頭で説明させていただいたように、大きく保育の部

分が、環境が変わる部分については、協議をしっかりしてという形

になっています。それで、結論から言うと、建替え、その三者協議、

当然あるんですけども、大きく変えられるか変えられないのかとい

う形になってきますと、今回の建替えのような部分について、でき

るかできないかって言ったら、できないというものではありません。 

      その保育の質の部分についても、言えば、よりよいと、三者の中

で、もともと公立であった施設が、言えば民営のほうで、民間、民

営化させていただく、そうすると公立の保育と民営の、民間の保育

というのは、それぞれ民間さんのほうはそれぞれ保育理念、別に持

っておられて、最低基準でしなければならないことは一緒なんです

けれども、そこを含めてされているところがありますので、それが

急に民営化になったので、がらっと変わりますよと、保育の内容が

ということを言えば、そこは緩やかにしていただくために協定期間

というのを設けて、させていただいているところです。 

      ですので、建替えについても、民営化したところが、５年以内に、

今まで過去にしたことがないのかと言ったら、実績としてはされた

ところがあります。それは、十分、こういうふうにご説明をさせて

いただいて、ご理解をいただいた上で、させていただいているとい

う流れですので、できないということではないんです。 
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      ただ、今回、本来なら最初に三者協議で、市のほうからこういう

ふうに環境として、保育環境としては変わる内容ですので、説明を

させていただくべきやったんですけど、法人さんのほうとは、まず

こういう計画、エントリーしていただいて、どうですかと、三者協

議をしませんよという前提でお願いしますよということではなくっ

て、今、こういう状況ですということで、まずはそしたら二者で調

整をさせていただいて、必要なら三者協議会させていただきますの

でというお話でさせていただいていたんですけど、結果として非常

にご不安、与えてしまったりとか、これまで何回も会議を持ってい

ただいて、私どもも説明には伺ったんですけれども、そういう時間

をつくっていただかなければいけなかった部分については非常に反

省していまして、しっかりとそこについては説明責任を果たしたい

なというふうに思っています。ですので、できるかできないかと言

ったら、できないことではないということで答えにはさせていただ

きたいと思います。 

（保護者） 要はあくまで三者協議会で、そのゴーサインが出たら進めるとい

うのが、そういう考えで行っていたと。 

（ 市 ） はい。 

（保護者） 現時点ではちょっとまだ出ているか出ていないか、ちょっとよく

わからないんですけれども、ただ何かその老朽化の話とか待機児童

の話があったら、やらねばならぬというふうにちょっとおっしゃっ

ているように聞こえてしまって、そういうわけではないんですよね。

それはありながら、やっぱり三者協議会でオーケーというのが大前

提で進めるというふうに、そういうルールになっているという認識

でよいか 

（ 市 ） 合意は、合意形成は図る必要はあるというふうには思っています。 

（保護者） それはそうですよね。だから、先ほどね、この待機児童とか老朽

化が優先される、それがあるからやるんだという、そういうわけで

はないということですね。 

（ 市 ） それは市の思いです。先ほど申し上げたように、利用されて、既

に利用されている方の部分にも、市は当然、考えないといけません

し、待機されている方、全体のことを私どもとすれば考えないとい

けないので、両方でお願いをしているという形にはなってきます。 

      提案させていただいたら、施設のほうについては、以前から、て

んのう中津さんだけではないですけど、老朽化、35 年進んでいる施

設については建替える計画はないんですかということはいろいろお
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聞きはしていたので、ただ、それについてはないですよということ

やったんですけど、今回、そういうことで計画をつくったというこ

とで提案させていただいて、エントリーいただいたという形ですの

で、私、市も法人さんのほうも今回の建替えについては実施させて

いただきたいという思いではあります。 

      ですので、三者協議会で今日、お話をさせていただいて、一定、

極端な言い方をすると、合意が図れなくても、これは進められるの

かという形になると、できるのはできるんですけれども、当然、ま

ず建替えさせていただくときにはご利用いただいている方の十分、

ご理解が必要やというふうに思っていますので、説明会をさせてい

ただいていますし、ただ、ここで合意形成を図れても、近隣の方か

ら、全国、新聞等でもありますように、反対されるとなかなか進め

ないという状況もありますので、そこはまだ、近隣の説明会は済ん

でない、当然、済んでいないので、わかりませんけれども、まずは

三者の中でご説明をさせていただいて、ご理解を得たいというふう

に思っているところです。 

（保護者） 決して、別に反対しているわけじゃないんです。その三者協議で

合意できなかったときに進めようと思えば進められるとおっしゃっ

ているのは、それは何か。 

（ 市 ） 今回の建替えの部分で、法的にできるかできないかという意味で

す。 

（保護者） ああ、それは。 

（ 市 ） ですので、建築、よくマンション建設反対とかいろいろあります

けど、建築基準法上、法的に全然、問題がないのであれば、そこは

建てられるというところの意味で、すごい極端な言い方を今してい

るというふうに理解いただきたいんですけれども、何も強引にでき

ますよと、説明も何もなしでできますよという意味では言っている

んじゃなくて、可能なのか可能でないのかというお話をちょっとさ

せていただいただけですので、すみません。 

（保護者） それは法的には、今回のこの規定というのは、何かその効力は、

極端な言い方をするとないというか、一旦、置いておいてもいいと

いうことになっているんですか、すみません、余り私がわかってい

ないんですけど。 

（ 市 ） 三者協議で決めさせていただきますよという効力ということ。 

（保護者） そうですね、ここに書いているこの内容というのは、今回、協定

期間中は保育内容、保育の内容を維持できない可能性がある場合は
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保育内容を変更しないと書いていることについて、規定として書い

ているけども、法的にはこのまま進めていってしまっても問題ない

というふうにおっしゃっているのかなというふうに受けとめたんで

すけども。 

（ 市 ） すごい、ちょっと先ほどの説明が、申しわけないですけども、法

的にということだけの話であって、基本的には三者の中で合意形成

必要です。すみません。よく、マンション反対ということで、極端

な話ですけど、建替えます、保護者さんのご理解も得て、建替える

ことになりました。なら、マンションの住民の、近隣の方から仮に

反対ですと、もうここは既に保育園として運営していただいている

わけですから、新設で建てるわけではありませんので、その反対と

いうことはないとは思うんですけれども、仮に反対やとなったとき

に建てられるのか建てられないのかというところのお話とかがあっ

たので、それはもう建築基準法上、建てられるということであれば

反対があっても建てられますよという意味も含めて、ちょっと言っ

てしまって、すみません。はい、合意形成は、一定の合意形成は必

要というふうには考えています。 

（保護者） すみません、先ほどの話の補足なんですけど、５年以内に建替え

があった園は東さくらさんだと思うんですけど。 

（ 市 ） 東さくらさんですね、はい。 

（保護者） そちらは、耐震性に問題があって、保護者の方から建替えてほし

いと要望があったので建替えたのであって、こちらの園は別に耐震

性に今、問題はないけど、老朽化しているというのと、待機児童の

対策があるからということで建替えをするということなので、５年

以内に建替えた、民営化して５年以内に建替えた園があるというふ

うに先ほどおっしゃったんですけど、その園は耐震性に問題があっ

たから建替えたのであるというふうにちょっとお伝えしておこうと

思いまして。 

（ 市 ） はい、すみません。ちょっと言葉足らずで申し訳ありません。１

園、民営化されたところというのは耐震性に、今、おっしゃってい

ただいた問題があったところで、それを民営化されてから建替えと

いう流れでさせていただいたところで、言っていただいたとおりで

す。ただ、そのときにも、言えばその建替え、耐震性はあるんだけ

れども反対、反対のご意見というのはあったというふうには聞いて

います。ただ、そこは話を、説明させていただいて、直接させてい

ただいて、建替えに至ったと。確かに、今、今回、建替えに当たっ
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て、ご意見いただいているところです。 

      特に、今まで何園も建替え、民営化園ではさせていただいていま

す。その中で、やっぱり保護者の方、特にその建替え時期に当たる

５歳児さんの保護者の皆さんにとっては１年間、園庭が使えない、

制約が非常にかかってくるというところがあるので、いろいろなご

意見をいただいています。その中で、各施設さんのほうでは、代替

案であったり、そこは三者協議の中で調整をしながら進めていただ

いているというところですので、今回、本来なら市のほうが先に入

らせていただいて、丁寧に説明させていただいたらよかったんです

が、こういう結果になって、非常に申しわけないというふうに思っ

ています。 

（保護者） スケジュールの件に戻るんですけど、その何と言うんですか、そ

の近隣の方への説明とかその辺の日程とかも、もう園のほうとか、

市のほうにしてみれば、計画を持っていらっしゃって、建設業者さ

んとかもある程度、選定とか、その辺はもう進めていっていらっし

ゃると思っていいですかね。 

（ 市 ） 業者さんの選定というところなんですけど、これは入札になりま

す。 

（保護者） 入札ですよね、はい。で、その辺、案内とかされてとかいうのも、

まだこれからなんですか。 

（ 市 ） 国からの内示がおりてからしかできない。ですので、先ほど、言

いました、11 月末でということで、今日、12 月２日ですけど、週明

けぐらいにはおりてくるのかなというふうには思っていますけれど

も、またそれは確認させていただくという形になると思います。 

（保護者） 国のスケジュールとかも出て、正直、私、アンケートにも答えた

んですけど、現状の今、次、５歳児になられる方が少しでも園舎を

使えるような形で予定は組んでいただくのが私は一番いい、もし進

めるんであればと思って。その国からのがおりてからって動き出す

と、絶対、こうおくれていくということも踏まえた中で、そのスケ

ジュールを何度もお伝えというか、31 年の４月に新しい園児さんを

入れるというところだけだけではなくって、今いる子どもさんと未

来の子どもさんのことを考えられるのであれば、やっぱりもう少し

前倒しができる業者さんとか、その入札だと、そういったところと

かは後からの話になってくると思うので、そこを考慮できる業者さ

んとかというのを使っていただくとか、そういったこととかはでき

ないものなんですかね。 
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（法 人） 工期をちょっと、だからできるだけ２月におさめて、３月には引

っ越しできるように、入札業者に、それを応募要件とかその辺ちょ

っとお願いしていく形で。 

（保護者） そうですね、そこを何かやっぱり、そこができるという業者さん

を使っていただくというところがあるのかなと。何か、その応募条

件はきちんとそこを記載していただくような形で、何とかしていた

だけたらありがたいなと思うので。 

（法 人） 要望してみます。 

（ 市 ） その契約要件の中に、言えばそういう要件をということ。 

（保護者） はい、今のお話の中で 31 年４月というところではなく、少しでも

ちょっと皆さん、使えられるような形で。 

（ 市 ） それは今、今後の話になってくるので、そこは踏まえて、されて

いただけるという話でしたので。 

（保護者） 極力、お願いします。 

（ 市 ） はい、ほかにご意見ございますでしょうか。はい、お願いします。 

（保護者） ちょっと個人的な私の質問と、あと全体での意見を申し上げたい

んですが、ちょっと質問のほうを先に言いますと、これはその建替

えが進んだという話の前提では、今、私、車の送迎をさせていただ

いていて、午前７時半から、７時半に預けて、18 時半にお迎えとい

う流れで、工事業者、そういった安全面を、今日の内容で、非常に、

ガードマンというか立っていただくというか、そういう安全面は配

慮するということで考えていただいているみたいなんですけれども、

大体、時間的にその工事の時間、まだ選定業者も決まっていないと

はいえ、何時から何時ぐらいの工事を行う、で、私はそうやって７

時半で、そんなに送迎のときにたくさんの保護者の方が混雑してい

る時間ではないんですけれども、その８時半とか９時までの保護者

の方の多い時間とかもあるかと思うんですけれども、そうやって安

心して、じゃあ私が今までどおり、個人的には送迎ができるのか、

そういったところ、まずちょっとお答えいただければと思います。 

（ 市 ） 送迎の部分のお時間ですね、工事の時間で送迎がどういう時間に

なるかということについては、まだ契約が細かになっていないので、

具体的なまたその契約、今、いただいた意見を踏まえて、どういう

契約になるかという形やと思うんですけれども、今の時点では。 

（法 人） 基本的に何か、地域で何時から何時で、ある程度、決まっている

というふうには聞いているんですけど、だから、そこの工事と時間

とかも合わせた時間になると思うんですけど、大体、多分朝礼が８



 38 

時とかにしてはったんじゃないですかね。 

（ 市 ） そうしましたら、今、園のほうからでは、ここ近隣で建替えであ

ったときに、こういう場合は住宅街があればルールがあると思うん

です。工事って土日はだめですよとか、大きな工事については。時

間も何時から何時の期間しかだめですよというのが、地元のルール

であるということなんで、そこも踏まえながら調整されるというこ

とです。今でいくと８時から工事現場のほうは朝礼をされていると

いうことであれば、今言っていただいている時間についてはまだ始

まっていないという状況になるのかなと思っていますので、今いた

だいた部分含めて、また検討されるという形になると思います。 

（法 人） また工程によっても多分、車、トラックが入ってきたりすると思

いますので、その辺はちょっと確認して、また事前にお知らせさせ

てもらいます。 

（保護者） あと、全体的なことでの意見なんですけれども、ちょっと私も決

して反対するというわけでの意見ではなく、決して蒸し返すという

気持ちで言っているんではないんですけれども、少し、ちょっと足

りないのかなと思う点がですね、先ほど三者協議会で合意の上で、

実質、建替えが進むと。今回、そういうような経緯がちゃんとでき

なかったことについて、今さらと、いろいろ責めていくという気持

ちでは全然なくてなんですけれども、まだですね、正式に建替えを

やりますよという意思表示が、ちゃんとした形で保護者にないと思

っているんです。 

      というのは、一番最初の 11 月末の時点での話し合い、全体説明会

のときにはこういった内容で進めたいと思います、で、皆さんの意

見を聞きますというので一旦終わって、その後、またそら組さんの

保護者だけで話し合われたり、いろいろなさっている中でアンケー

トはとっていただいた。こないだお配りいただいたのはアンケート

のご協力のお礼とご報告だったんですね。で、その中に、一文とし

て、今後の建替え事業を進める上で参考にさせていただきたいとい

う文言があって、それだけを見ると、ああ、もう建替え事業を進め

るで、参考にするというのは、これはゴーサインなのかなと思うん

ですけど、表題としてはあくまでアンケートのご報告なんです。そ

して、今日のいただいた、失礼しました、こないだ建替え説明会の

ご報告で、今日いただいたものも、前回も新園舎建替えの趣旨にご

理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げますなので、その方向

でということで意思をちょっとかいま見られるところはあるんです
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けれども、あくまで説明会のご報告でこんなんがありましたという、

で、今日お配りいただいたのも、ご報告で。 

      この三者協議会で話し合われるべき内容というのは、今回の件に

ついては、私、２つあると思うんですね。１つは、建替えをやるの

かやらないかという協議で、やるとなってから、じゃあどういった

内容で進めていくのかという協議だと思っています。 

      今日はあくまで、もし、その細かいところ、指摘するのも嫌なん

ですけど、協議会というならば、やるのかやらない、今、実はもう

やるという前提なんだろうなという、もう薄々、皆さん、そのつも

りで、とても建設的な意見とか、私も質問というのは、そういうこ

とありきで、進められるという前提で聞いているところでもあるん

ですけれども、その共通理解として、もうやるということが決定し

て、それをちゃんと園や市から、やりますのでお願いします、わか

りましたってなって、じゃあ、どうなるんですかというのが、うや

むやになって進んできていると思っています。何か、そこが保護者

の中で、先ほど、まだそういう、どういう認識でこういうふうに進

んでいるんですかとか、そもそも三者協議会っていうか５年の協定

というのは何なんですかというご質問があるというのは、そのあた

りがはっきり、ちょっと言い方悪いですけど、保護者の反応を見な

がら、いや、もう進めるんだけれども、だけれども、もうちょっと

タイムリミットも迫っていますし、もうちょっと後は何とか根負け

するんじゃないんですけど、保護者のほうもご理解お願いしますっ

ていう中で進んできているんですけど、ちょっとそこも本当に曖昧

にしてこられていて、もうこれで行きますのでよろしくお願いしま

すという提示が全くないんです、今のところ。 

      ですから、この協議会という名を設定されましたら、何の協議を

するのかなというのが、今日、どういう話になるのかなというのも、

私も聞いている中で、今、ちょっとふつふつと湧いてきた疑問なん

ですけれども、そういったところを、じゃあ、もう正式にこういう

ふうにやりますという園からの、市、園と市もなんです、市もそう

やって、これを前向きにお願いしたいというのであれば、ちょっと

そちらのほうの決定があって次、じゃあ、どういうふうに進めてい

くのかという質問だと思うんですね。だから、今日、多分、保護者

の中でもちょっとスタートラインが違う、意識が違う、質問の内容

も建替えが進んだ場合どうなるんですかという質問と、やっぱりで

も、もうやるのは決定なんですよねって、ちょっとどこか疑問を持
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ちながらいる質問と混在しているように感じています。 

      そのあたりをやっぱり、しっかりやっていくんだったらやってい

きますって、正式なものが与えられたという認識がないので、今日

も三者協議会を行うというのも、若干、保護者からの要望で成り立

っていると思っています、もともとはですね。実際は、課長さんの

ほうからも説明いただいて、順序は前後したけれどもこのようにし

ていきたいというご意思は私も認めたとは思っているんですが、全

体的にはやっぱりちゃんと、これで進めていきますということをは

っきり説明した上で、それは 100％の合意は難しくても、もう、こう

いう中でじゃあやっていきます、そのやっていきますということが、

やっぱり言ってしまうとなかなか反対意見も少数であっても出てく

るのがあれなのかな、それが出てきていないから余計ちょっと保護

者の中でですね、質問の内容であったり、この今日来るに当たって

も、もうやることが前提で質問をしていいのか、やることそのもの

がどうなのかという、ちょっと２つの気持ちがあるのじゃないかな

と、ちょっと聞いていて思っています。長くなって、すみません。 

（ 市 ） いえいえ、ありがとうございます。すみません、戻ってしまうん

ですけれども、本来なら、当初この案が市のほうで計画を作らせて

いただいて、エントリーどうですかという形でさせていただいて、

手を挙げていただいた意思ですね、建替えたいという法人さんから

の意思をいただいた時点で、本来なら三者協議会開かせていただい

て、今、こういう状況です、市はこういう計画を立てて、こういう

思いでいますが、それに対して、法人さんに投げかけたら、こうい

うふうに手を挙げていただきました、そういう形ですので、それで

環境が変わると、５年以内の協定期間に変わるということですから、

その時点で本来ならもっと丁寧に三者協議会を、そしたらさせてい

ただきましょうと、市が積極的にさせていただいて、そこでそれぞ

れの意思ですね、市としての考え方、法人さんとしての考え方を説

明をさせていただいて、ご意見をいただいて、最終的にこういう、

最終的に建てられるのは法人さんになりますから、こういう形で行

きたいと、市のほうにも正式に、正式にというか、エントリーされ

たときに、その形成過程です、今もすみません、形成過程ですけれ

ども、意思の確認はさせていただいてきたつもりでいたんですけれ

ども、今、ご意見いただいたように、はっきりとした方向性という

のは皆さんには示せていない。確かに、話の経過の中でその方向性

ですということはお伝えしているつもりなんですけれども、しっか
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りとこうですよということはしていなかったということは事実でご

ざいます。 

      ですので、今、三者協議会、今日、開かせていただいて、これま

で市も何回か、その４歳さんであったり、５歳さんであったりとい

うところでは寄せていただいて、説明とかもさせていただいたりは

していますけれども、全体に対して正式にさせていただくのは今日

でございますので、今日、それぞれ、説明、経過させていただいた

中では、それぞれの考え方、方向性ですね、考えは示させていただ

いたところです。ですので、今、市から計画を立てて、予算をつけ

て、投げ、それで、法人さんの意思はいただいています、方向性と

しては。ですので、冒頭のごあいさつの中で、中止は今のところ考

えていないというのが法人さんのご意思やと思って、今日、この中

では市とすれば、それを受けとめているというところですので、今

回、今日説明させていただいたこの会で、建替えについてはご理解

いただきたいというのが正式な場になるのかなというふうには思っ

ています。 

      ですので、今後、国のほうから、ちょっと遅れていますけれども、

おりてきた時点で、これは国の予算的な部分の手続の話ですけれど

も、国のほうも言えば市で適切に運営が今後も安定してできるかど

うか、建替えによって資金を使われる形になりますけれども、安定

的に、途中でなくなったりとか、そういうことがしないということ

にもついて国のほうでＯＫがおりてくる形になりますので、それを

もって建替え、正式に建替えしたいという形にはなってくるとは思

いますので、今日のこの三者協議会が法人さんの、この建替えに関

して、法人さんの意思であるというふうにご理解いただいたらいい

のかなというふうには思います。 

      ですので、少し、形成の中で、アンケート結果であったりとか、

ご意見いただいた、建替えに向けていただいたというのは、すごく

スタートですというところは曖昧な部分はございますけれども、今

までいただいたものを十分受けとめて、今後それに対する課題の部

分については対応していきたいというふうには考えております、す

みません。 

（保護者） 今日の市の方のお話、とても、とてもわかりやすかったと思いま

す。いろいろお答えくださってありがとうございます。 

      今、園の考えていらっしゃることを今までいろいろおっしゃって

いただいたんですけど、これからも、始まって、どの時点で建替え
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をするにしても、え、こう言っていたのにとか、あれ、こう思うっ

て、こうしようと思っているって言ってはったのになというのは、

正直出てくるんだろうなとは思います。 

      出てくるんだろうとは思うんですけど、例えばですね、ちょっと

確認したいというか、話し合いの中で、ごめんなさい、どの話し合

いのときやったかちょっと覚えていないんですが、園庭を使えない

のは１年弱ですというのを何度も質問、その日におっしゃったとい

う日があったんですね。園庭を使えないのは１年弱なんですけどと

いう話を何回もされたんですけども、今回、紙、工程表が配られま

した。で、配られたのを見てみますと、すみません、２月に始めて、

ちょっとメモを見ながらですみません、園庭整備、遊具設置の完了

するのが５月と工程表ではなっているかと思うんです。すみません、

ちょっと今、手元にないんですが、ということは、どう考えても１

年弱じゃないなと思ったんです。その辺はどうなっているのかなと

いうことを確認したいのと、だから、そもそも言っていたこととそ

れの表でも食い違っているので、今後もそういう食い違いはなくし

ていただきたいなとも思います。 

      で、その国の内示ですか、が、来た時点からになるかとは思うん

ですけれども、その１年で、工程表、それこそ園の考えでいいです

から、工程表をつくり直して、きっちり書いていただきたい。 

      プールのことも聞きたかったんですけど、今日、初めて屋上に、

多分、今日初めてだと思うんですけど、屋上ということをお聞きで

きたので、それは同時ということがわかったんですけど、園庭とか

に関しては、もし１年弱なのであれば、配られた工程表とは違うと

いうことになりますので、どう考えてらっしゃる、どういう計画を

もって入札業者と話すつもりなのかなということをですね。 

      で、その入札をされる際にですね、その２月、今日、遺跡の話、

ごめんなさい、遺跡の話をしてくださって、３週間程度なら工期に

影響が出ないと、おっしゃったときは３月っておっしゃったんです

ね、３月なら工期がいけると、３週間程度なら。でも、園が思って

いらっしゃる、その２月というのは、じゃあそれとは違ってくるの

で、たとえ３週間でもその間に行けるのか、３月なら行けるという

のであれば、２月は難しくなるのかなということもありますし。 

      どこまで、その入札前に、その入札の条件をどれだけ出せるのか。

その、こうこう、こうしてほしい、こんなふうに建ててほしいとか。

そのトラックの時間とかもそうですし、いわゆるその入札、入札さ
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れた業者と話し合うのはもちろん当たり前なんですけど、入札前に

どれだけの条件を、何を出されるのかをちょっと、保護者に、これ

は入札業者にお願いしないのというのが出てこないように、条件を

先に見せていただければ、明文化をしていただければと思います。 

      それから、住民との話し合いは、ちょっと園が前におっしゃって

いたのとちょっと今日いただいたニュアンスが違っていたし、住民

との話し合いもありますしということをおっしゃって、それが当然

だと思うんですけど、前、園が市に確認されたのは、その法的なこ

とでということだったと思うんですけど、住民の話し合いによって

工事が遅れない、工事は進められるんですっておっしゃって、あ、

そうなんだ、それで工期はおくれることはないんだって、言ったん

ですね。でも、実際には、今までその工期に影響するような話し合

いというのはあったのかなとも思いますし、あったのであれば具体

的にどんな、今までどんな事例があったのかなというのもちょっと

聞きたかったんですけど。その場合、やっぱり工期は、何と言うか、

ちょっとはおくれるのかなって。ちょっとのおくれがね、何せ年度

末なので、大分影響するかと思うので。ちょっとその辺をお聞きし

たかったのと。 

      あとですね、老朽化しているのが９園ということで、今まで建替

え自体が法人の単独で、つまり補助なしで建替えた例はないと聞い

ています。そんな経済力があるところは、茨木にはということなの

かもしれないですが、ないと思いますということで聞いていて、園

との話し合いのときに聞いていて。今後も、今建てようとしている

マンションとかもありますし、それがこの保育園の近くであったり、

あの阪急の駅の周りやったりということで、すぐに子どもが減る等

はちょっと考えにくいかなと思うんですよ。先々の少子化は、さっ

きおっしゃったとおりやと思うんですけど。その中で、今まで補助

なしで建替えたところはないというところで、予算が単年度である

ことは仕方ないんですが、もちろんその間に地震だ何だって起きた

ときとかに、同じようにできるとは私も思わないんですが、ふつう

に、通常で、そんなとんでもない天変地異みたいなことが起こらな

いときに、その老朽化していく園を、何と言うか、放っておくとい

うか、その予算が全くつかないというようなことは考えられるのか

なってちょっと思いまして。 

      園としては、多分、それを恐れていらっしゃるんですね。別に、

今年じゃなくても、予算が出るなら、今年じゃなくていいですよっ
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て、はっきりおっしゃったんですね。それで、だから、その不安ゆ

えに突っ走ってしまったというのが今回、印象として最初から、話

し合いのときにすごくあって、唐突だったというのがあって。それ

はやっぱり予算がつかないという焦り、もう次、今年だけだと言わ

れていますみたいなことで。でも、老朽化していっているのは、こ

れから、これからでも老朽化し続ける園がほかにもあって、それが

しかも、この辺は園児の数、ある程度多い地域と思われるので、ち

ょっと今後のね、見通し、予測できないのはわかります、保証でき

ないのはわかります、でも、見通しを聞かせていただければと思い

ます。 

      その園として、そんな予算の見通しが立つんであれば、今年じゃ

なくていいんですよっていう、言わはったことの、今の考えという

のもちょっとお聞きしたいんですけれども。市としてはね、園児の

数の問題もありますから、それは別だと思うんですけど、とりあえ

ず、５年以内でもありますので、ちょっとその辺をお聞きしたいと。 

（ 市 ） すみません、４点ほど、今、いただいたと思うんですけど、まず

今、４点目に言っていただいていた、老朽化してあるところでほか、

要は補助を一切受けなくて建てたところというのは実際ありません。

そういうところはございません。やはり、今回、どれぐらいの規模

になるかわかりませんが、過去の例から行くと、大体４億前後、建

替えには費用がかかってきます。それを今であれば、施設さんは４

分の１で済む。それを、あと残り４分の３を自己資金でってなると

非常に厳しいのかなというふうに思っています。ですので、今まで、

実績としてはございません。 

      あと、予算についても、これもすみません、やはり私どもも予算

要求というのはさせていただきますけれども、実際、そのときの市

と、市の財政の中で、何が言えば重要なのかというところでの予算

がつくということになりますので、そこはどうしても保証できてい

ないというところについて、もうご理解いただくしかないです。 

      それとあと、最初１点目、言っていただいた、その整備期間、２

月と言っているのを５月というのについては、ちょっとそこ、私ど

も、市のほうははっきり理解していないですけど、今、いろいろな、

その10月に本来やったら三者でさせていただいたらよかったんです

けど、二者で始めていただいたところの流れで、いろいろなご要望

等をいただいている中で、言えば２月末までに工期を終えて、３月

は新園舎で卒園をというご要望はいただいたことで今、今回、２月
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までで話をさせていただいていますので、契約の中ではそれを要件

としてさせていただくというのを、先ほどもお聞きしていますので、

その方向で行き、それ以外の細かい部分についても、いろいろいた

だいた部分については、そこを踏まえられるように、契約の中に盛

り込んでいっていただけると思います。それをお示しということで

あれば、お示しできる範囲の中でしていただけるように、それは市

としてもお願いしていきます。 

      ただ、どうしても、あれもこれも全てを、言えばご要望を行こう

とすると、その部分というのはやっぱり建築費にはね返ってくると

いう形になりますので、どこの程度までできるかというのは、そこ

は予算的な部分もあるので、私どものほうから、それは全て行けま

すねとかは言えませんけど、それはお話し合いの中で、最終的にこ

ういう形でというのをお示しされるというふうには思っています。 

      それと、２つ目の、近隣の住民さんについては、極端なちょっと

言い方をさせていただいています。実際、その建築基準法上、法的

に建てることができるかできないかと言ったら、ちょっと先ほど説

明足らなかったんですけれども、できるんです。ですので、ここで

建替えで、近隣の方が何と言われても、建築基準法上、確認がおり

ればできるんです。日照権の問題でもクリアされていれば、ご本人

が暗くなったとか、太陽が入らないという形になっても、一定、法

律の基準の日照権が、日照というか、その部分が確保できたらでき

るんです。 

      ただ、保育所というのは、ふつうのそういう施設ではありません。

当然、朝夕、ご近所の方にはお迎えであったりとか、その音がでた

りとかお子さんの声であったりとかいうところがあるので十分連携、

で、近隣にもお子さんを見守っていただくという施設でもあります

ので、そこは十分丁寧に説明をさせていただかないといけないとい

う形やとは思っています。 

      このため、入札の条件、ちょっとかぶって説明してしまいました

けれども、入札の条件についても、今いただいた部分も含めて、説

明させていただくということですので、そこで確認していただけれ

ばというふうに思っています。 

      市のほうからは以上ですけど、何か補足することありましたら。 

（法 人） スケジュールの件は、すみません、１年と言っていた、それはち

ょっともしかしたら説明不足やったかもしれません、すみません。 

（保護者） その工程表の、ほとんどままということですか。園庭を使えるの
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が５月ということですか。 

（法 人） はい、先ほども申し上げましたが、新園舎に移ってから解体、仮

園舎の解体がありますので、その後に園庭が使用できるということ

になりますので、新園舎に移ってすぐに園庭も同時にもう使えます

よということではないです。はい、申しわけないです。 

（ 市 ） このため、正式なスケジュールというのは、今いただいた要望で

あったりとかご意見を含めて、もう一度、業者さんのほうに正式な

ところで契約をされると。その中で、できるだけご要望に沿った内

容での内容になってきますので、そこでしっかりしたものが出てく

ると思いますので、そこをちょっと待って、今いただいたものは十

分理解しています、されていますので、そこをもって契約されると

いうことですので、ご理解いただいてですね、示せるものについて

は。 

（法 人） そうですね、工程表とかはちゃんと、契約する前に必ず、事前に

出しますので。 

（ 市 ） で、ご理解いただければなというふうに思います。 

      すみません、ほかにございますでしょうか。 

（保護者） すみません、１つ、前の方の話にちょっと戻るような形になるん

ですけど、一応、今回計画中の段階で協議会があるべきだったと思

う、申しわけないということは言っていただいたんですが、実際は

本当だったら、計画があって、こんなふうに工夫したり配慮したり

できますので、いいですかという協議会があって、それに対して保

護者は、いや、もっとこういうこともしてほしいし、こういう心配

もあるって不安を解消したり、要望を聞いてもらって、ああ、じゃ

あそういうふうに進めたいと園側も言って、市も言って、じゃあ、

それで進めてくださいって三者協議会で保護者側もＯＫを出した。

それで三者が合意できて、じゃあ手続を正式に進めていきます、国

からもＯＫがおりました、業者も決まりました。で、実際、話し合

いではこんなことを言っていましたけど、業者が決定した結果、こ

うしたい、ああしたいと言っていた部分のできること、できないこ

とをもっと、こんなことできますということ、具体的に話し合いを

また協議会でするという形が本来だったと思うんです。 

      ただ、その今、現段階は、もう国からのゴーが出るのを待ってい

る段階で、私たち保護者側はじゃあ、それで進めてください、ＯＫ

ですって示す場はなかったわけですね、曖昧やったということで。

今後、国から、その来週あたりにおりてきたら、もうこのまま示す
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場もなく、アンケートは取られましたけども、あれでもうこのまま

進めていかれるということでいいんですかね。 

（法 人） 皆さんのご不安に思われている部分、十分ではないですが代替案

等、提示させていただき、本当にご理解いただいて、この建替えは

進めさせていただきたいと考えています。 

（ 市 ） ですね、今、すみません、本来なら、今言っていただいたとおり

です。説明会、相互で言っていただいて、ご不安など言って、それ

であればという形の保護者からのお話を受けてというのが本来です。

ただ、すみません、これは市にも責任があるんですが、工期が、本

来なら新規の予算どおりであれば約、その準備も含めて２年近く、

今年、実際１年半ぐらいの期間でやっていただいているというとこ

ろがあるので、どうしてもその部分で、今回、ご迷惑をかけてしま

ったというふうに思っています。ですので、今、全てが動きながら

の中での説明があったりとかという形で今日まで至ってしまったと

いうところです。そこは十分反省しています。 

      ただ、今いただいた、これまでさまざないただいた意見をしっか

り受けとめさせていただいていますので、国からおりてきた時点で、

このいただいた部分を十分、実際、お金を主に出されるのは施設の

ほうですので、あと、その代替案でいくと、当然、人的配置もさら

に必要になったりとかいうところの部分もあるので、そこは総合的

にプライオリティーとか優先順位をつけて、どこまで対応ができる

かというのは今後、いただいたものを検討していただいて、お返し

をさせていただくという形にはなってきますけれども、どうしても

ちょっと並行的に進んでしまうところは、もうご理解いただくしか

ないんですけれども、ご協力お願いしたいなというのが市の立場に

はなってきます。 

（保護者） どうしてもやっぱり、ご協力、協力したくないわけではないんで

すけども、順番がおかしかったというのが。工期が実際ね、厳しい

中の計画だということか、もう仕方がないと言ったら、仕方がない

ですけども、申請も出しておりる直前になって、何を言ったらいい

のか、ちょっと正直、自分でもわからない、私もわからないです。

ただ、今もやってほしくないという気持ちは正直ありまして。もう、

それがどのタイミングで、どう覆るのか、ああ、じゃあ、もう協力

させてもらいますという気持ちになれるのか。もう中止にしてくだ

さいと言ったところで、進んでしまっているので。この気持ち、ど

うしたらいいのかなというのは、正直なところです。 
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（ 市 ） すみません、おっしゃっていることは十分、理解しているつもり

です。ただ、それを、日にちを戻ってというふうにはちょっとでき

ないというところもありますので、先ほど何回もお願いします、お

願いしますばっかりでというところというのは、そこもお気持ちと

してはすごいよくわかっていて、そういう説明させていただいて、

なってしまうんですけど。 

      その合意形成、一定、説明させていただいて、市の考え方、法人

さんの考え方というのは今回、正式というか三者協議会の中ではお

示しをさせていただいた形になっています。あと、今、形成過程の

中で、10 月以降、ご意見いただいたのは十分受けとめさせていただ

いていますので、それをもって、今後どのようにしていくかという

のをお示しさせていただく。で、先ほども言っていただいていまし

たけども、そしたら合意形成どこで図るのという形ですけれども、

一定、今日、こちらの考えというか、市と法人の方向性というのは

お示しさせていただいたので、後、保護者会さんのほうからいただ

いたご意見を踏まえて、それは受けとめさせていただくと。 

      で、あと、どのようにお考えをいただいたのをいただくかという

形には、こちらのほうになってくるんですけれども、当然、今まで

建替えあったところで行くと、100％賛成されているところというの

はないと思います。それぞれ、思い持っておられますし、やっぱり

今言っていただいたように、反対のご意見を持っておられる方もお

られますので、100％の合意は難しいとは思っているんですけども、

ただそうすると民主的なと言ったら多数決でって、そういう形には

なってくるんですけれども、できればその、そういう最終的な方法

ではなくって、いただいたのをできるだけ前向きな形でこちらも返

させていただくので、そこでご理解をいただきたいという表現にな

ってしまっているんですけれども、そういう方法でお願いできない

かなという形です。 

      ただ、どうしても、いやいや、そうなったら多数決しかないでし

ょうという形になってくると、反対、賛成のご意見を皆さんにとら

せていただいてという形になりますけど、そこについては、そうな

るとビシッと分かれてしまう、反対派ではないですけど、反対派、

賛成派という形になってしまってもというのは、それは市としても

望んではおりませんので、しっかりと少数のお方の意見を聞きなが

ら、できる限り、必要な部分であったり、ご不安な部分があったり

とか、今、園庭がある部分と比較しても、園庭だけを捉えても、園
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庭だけを見ても、今までどおりは絶対できないわけですので、どこ

かにマイナスな部分が出てくる。 

      ただ、施設のほうでは、そのマイナスの部分をほかの代替の部分

で、こういうことまでできますよと、室内では今までやったことの

ない活動ができますということで、マイナスの部分を違うプラスの

部分で埋めるという形でしていきたいというふうには今、聞いてい

ますし、それで、今またさらに今日いただいた意見も含めて、また

ご検討させていただいてお返しするという形で、ご理解をいただき

たい。またご理解になってしまうんですけど、ご協力いただきたい

という形で、今は考えています。 

（保護者） すみません、結局、するということは明言はしないということな

んですか。建替えをしますという、今は中止はしないというふうに

なっていますけど、建替えをしますという、先生というか、園側か

らの明言というのは、ずっと避けられているとは思うんですけど、

そういうのはもうされないということなんですか。このままうやむ

やのまんま、ずっと進んでいくということなんですか。 

（ 市 ） うやむやとは思っていないんですけど。 

（保護者） 今、私はすごいうやむやな感じがずっとしていて。 

（ 市 ） ああ、そうですか。 

（保護者） じゃあ、やるの、やらないのという、こう明言、お返事もないし、

ずっとこんなうやむやのまんま、進んでいくのかなというふうに思

ってしまったんですけど。 

（ 市 ） すみません、こちら、市であったり、法人さんの意思の部分につ

いては、十分説明させていただいているとは思っていたんですけど

も、そういうはっきりとしたことでと申されますと、確かにもうや

ります、行きますということは言わせていただく、それは当然、今

の時点では言えないのかなと。当然、保護者さんの意見も聞きなが

ら、できること、できないこと、それでここまでをやり、ここまで

は対応できます、こういう形で代替考えていきますということで、

今、受けとめて、いろいろご要望に対しては回答していただいてい

るので、意思とすればもう、させていただきたいという前提でのお

話やというふうには思っています。 

（保護者） だから、それ、させていただきたいということですよね。します

ということじゃないんですよね。だから、そこがずっとうやむやの

まんまになっていて。何か、ここの場で、もう、じゃあもう、して

くださいとかって言える会なのかどうなのかというのも、ちょっと
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わからないんですけど。 

（ 市 ） 先ほども言いましたように、そうすると合意形成どこで諮るんで

すかと。その思い、それぞれ施設さん、市の思いは先ほど言いまし

たように、計画、これ、立てています、エントリーどうですかとい

うことで、手を挙げていただいた。そしたらお願いしますという立

場にはなっています。法人さんのほうは当然、そういう市の待機児

童対策にも協力、それと施設の老朽化対策にもなるということで手

を挙げていただいたということですので、そこで建てたいという意

思表示はもういただいていると思っています。ただ、これ、建替え

るに当たっては、当然、環境が、保育環境が変わると、民営化後５

年間の協定期間に変わるということですので、今まで二者で進めさ

せていただいて、今回、三者という形にさせていただいていますけ

れども、そこで説明をさせていただくというのは、言えば建てたい

という意思表示にとっていただいていいと思います。 

      ただ、今の時点でまだ全てのご意見を、全てというか三者協議会

の、ここがもう公の話のところになってきますので、そこで一定、

保護者会さんとして、全体として方向性はどうですかというのをい

ただければ、やりたいという意思表示を受けて、いただければ、も

うそれで、そしたら、行きますと言わせていただく形になりますし、

ただ、そこの保護者会さんのほうでまだ合意形成というか、方向性

が出せないよと、反対もおられるし、賛成もおられるということで

あれば、最終的にその合意形成の中で、ご意思をどこで判断するか

となると、最終的には多数決をとらせて、多数決というか、その反

対、賛成のご意見を集約させていただいて、方向性という形にさせ

ていただくという形になってしまうというふうに考えています。 

      ただ、その部分については、そういう形を余り今までとらせてい

ただいていない、当然、100％、全ての方が 100％建替えに賛成です

よというのは、今まで、どこもなかったというふうには聞いていま

す。その中は、こういう形で説明させていただきながらご理解をい

ただいて進めさせていただいていったという経過がありますので、

そういう表現になってしまって申しわけないんですけれども、表現

を使っているのはそういうところです。 

      ですので、中止しないとか言わせていただいたのは、施設側から

のそういうことで、思いとすれば、言えば意思表示はしていただい

ていますので、建てたいという形ですので、後は、保護者様のご要

望をどこまで受けて、どう対応していくかという、ですので、あと



 51 

ご意思をどういうふうに受けとめるかという形ですので、そこでち

ょっとご理解いただくしかないかなと思うんですけど。 

（保護者） 難しいのが、園はＯＫ、市役所はＯＫ、保護者の人はみんなの思

いがあるんですけど、どこでまとめて、誰が代表して、この３つで

ＯＫという瞬間を、みんながわかっているタイミングで出すかとい

うのが、今、みんな、うやむやってなっていると思うんです。だか

ら、保護者はどこでまとめて、じゃあ、こうします、反対の人もい

るけど、でもやっぱりＯＫやったら、じゃあ、誰が代表して、保護

者として、じゃあＯＫなんで、３つＯＫになりました、進めてくだ

さいという表現というか、説明というかが、欲しいんだと思うんで

すけど。 

（ 市 ） わかりました、合意形成、合意形成というか、今言っていただい

たように、保護者さんの集約をどういう形でするのかというところ、

今まで、過去のこういう三者協議でそういう変わるときというとこ

ろについては、当然、さまざまなご意見をいただいて、こういう形

でいって、それに対してのお答え、こういうことに対して、ご不満、

ご不安なところについてはこう対応します、ここ、改善できること

はこうしていきますという説明をさせていただいた中で、反対だけ

れども、実際は反対だけれども、それであればというところでの一

定、よろしいでしょうかというお聞きの仕方で、ご意思の確認をし

ていたというのが実際のところです。 

      実際、その反対、全ての方に反対ですか、賛成ですかというとこ

ろで、どちらですかって、くっきり分かれるような形を今まではと

らせていただいていなかったので、今、意見いただきながら、ご不

安な部分についてはこう対応していくと、それでどうしても解消、

思いとして解消されない方については、いや、意思表示では私は反

対ですとかいうのは、その場ではあるんですけれども、ただ、全体

としてはいかがでしょうかと、説明させていただくということで、

お願いしますということで、流れ的にはなることが、でしたので、

今までのやり方ではさせていただいたんですけど、もし、その保護

者会さんのほうでなかなかそういう意思が、今までのような、今、

こういう流れの中で確認するんではなくって、しっかりとアンケー

トとってということであれば、それはその方法でさせていただくの

も、それは役員の方と調整をしながら、どういう形でさせていただ

きましょうというのは、調整させていただくことは可能です。です

ので、市とすれば、すごく曖昧な取り方をしているじゃないかとい
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うふうなご意見。 

（保護者） 多分、そう、みんな、そう思っているんだと思うんです。 

（ 市 ） 今、いただいたんですけれども、そこはそういうビシッと分かれ

てしまうというのも、保護者さんの中で、それは余り望ましくない

のでという形での、よろしいでしょうかという形ではさせていただ

いていたんですけど、今回、そういうご意見いただいたので、そこ

は役員さんを、法人さんと役員さんと、ちょっとまた調整させてい

ただいて、この保護者さんの意思の確認というところについては、

どういう形でとらせていただくかは調整させていただきたいとは思

いますけれども。 

（保護者） 私、ちょっとややこしくなって、わからなくなってきたんですけ

ど、私の認識では、保育園もやりたいです、市もやりたいですって

今、投げられている状態です、保護者に対してね。で、保護者はい

ろんな意見があるから、まとめ方をどうしようかなという立場で、

今さっきおっしゃっていただいたのは保護者会で、何かしら回答が

欲しいというような認識だったんですけど、それで合っています。

まずは保護者会で一旦、回答が欲しい。建替える、建替えない、ど

っちかわからないぐらいの答えが欲しいということじゃないんです

か。 

（ 市 ） 三者という立場になってきますと、当然、そのそれぞれの立場に

なります。ですので、それぞれの立場として、どうですかという形

には。 

（保護者） そうですよね。 

（ 市 ） 今、でしたら、今この中では三者がおりますので、100％参加され

ているかどうかとは置いておいて、一応、ここでは三者協議会をや

りますよということで来ていただいたという方は委任ではないです

けれども、委任されてこられているという部分も一つはあるわけで

すから、その中で、ここで諮るというのも一つですけれども、ただ、

いただいた中ではさまざまな意見を持っておられる方もおられて、

今、話、いろいろな調整をさせていただいた中でも、まだ不安な部

分を持っておられるという方も事実ですから、そこをいやいや、そ

したらこの場で多数決で行きましょうかということは市としてはし

たくはないと思っていますので、反対に、どうですかというのは、

役員さんの方には大変ですけれども、一応していただいていますの

で、どういう形成、保護者さんのご意見の。 

（保護者） 保護者会としての回答をとりあえず一旦は出さないといけないと
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は思っているんです。建替え賛成です、反対です、意見がいっぱい

あり過ぎてわかりませんの多分、三択だと思うんですけど、で、多

分、反対ですって言われても、建替えは進んでいく、賛成だって言

われたらもちろん進んでいく、どっちかわかりませんと言われても

進んでいくという認識でいいですよね。 

（ 市 ） 極端な言い方をします、100 人全ての方が。 

（保護者） それはそうです。 

（ 市 ） 反対という形になれば、それはそこを説明させていただいて、ご

理解を得る努力をしていかなあかんという形には当然なります。で、

100％賛成となれば、当然、ありがとうございます、そしたら三者の

思いは一緒ですから、行きますという話になります。 

（保護者） わかりました。 

（ 市 ） ただ、その中で、ご意見が分かれた場合にどうするかと言ったら、

どうしてもその民主的というか賛成、反対の数で判断させていただ

かないといけない。 

（保護者） わかりました。 

（ 市 ） だけど、それは余りとりたくない。ですので、そういった反対を

持っておられる方から十分お聞きをさせていただいて、それに対し

てはこういうご不安な部分についてはこう解消していきますという

のを、お示しを、ご説明をさせていただいて、その中でどうでしょ

うというのをいただきたかったので、こういう進め方を、過去から

のをさせていただいたというところですので、今までの、私らの合

意形成の思いとすれば、保護者様のところからするとちょっと曖昧

でわからないというところはあるとは思うんですけれども、できる

だけそういう形で、ご不安な部分、少数のご意見を聞きながら十分

説明をさせていただいて、ご理解を得て、その中で建替えについて、

理解しましたよという形でさせていただきたいという思いでさせて

いただいたということですので。 

      あと、もしその部分がクエスチョンついておられるということで

あれば、代表は役員さんがしていただいている方、全て一人一人の

方とはというのはちょっと難しいですので、集約、どういう、今回、

私ども、市、法人、三者させていただいた中で、保護者さん、回答

して、どう思われるかというのはいただければいいかなというか、

ありがたいというか、そういうふうには思っています。 

（保護者） 会長さんは。 

（法 人） 会長さん、いてはりました。 
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（保護者） 保護者会はどうしていかれる。 

（保護者） 次の保護者会の予定が１月の中間、半ばなんです。 

（保護者） すみません、反対でも進んでいくじゃないですか。なのに、役員

会で話をまとめてくださいとなると、皆さん、お仕事されている中

で、役員のお仕事もされていて、これ以外のお仕事もあるんです。

反対やのに進んでいくのに、意見、今までの議事録とかにもまとめ

させていただいていますし、余計なお仕事がふえるというか、まと

めたところで結局、方向は変わらないですよね。そしたら、そんな

役員の方に負担を、私は増やしてあげてほしくないなと思うんです

よ。 

      なので、園としてもう少し、反対でも、もう建替えは進めていき

ますというのをもう少し、保護者の方、今回、参加されている方も

これぐらいなので、実際、余り興味ない方もいらっしゃると思うの

で、もう少し、建替えしますという意思を、何かはっきりされたほ

うがいいのかなと思いました。 

（法 人） すみません、私も、いつまでも皆さんがそううやむやな気持ちで

おられるのを、もうそのままで進めていくのも大変申しわけなく思

っています。で、三者協議もこういった形で後回しになってしまい

ましたが、できるだけ皆さんに、こういった場に参加いただいて、

皆さんの、先ほどから言っていただいている合意形成というのをい

ただいて始めさせていただきたいと思っておりました。今日も、先

ほどから園としての考えということで言っていただいて、もう園は

建替えさせていただきたいと考えています。 

      今後、計画を進めさせていただかせていく中で、いろんな問題点

であったり、それから業者が決まっていく中での事柄についても保

護者の皆様にご相談させてもらって、ご意見も頂戴しながら、いい

園舎がつくれるように、本当に子どもたちには、言ってくださって

いるように、４歳の子どもたちも新しい園舎に入ってほしいという

願いは私たちも同じように持っておりますので、もう反対の声があ

っても進めるんですよねっていう声の中で進めるのは、大変心苦し

いんですが、実際、本当にその４歳の子どもたちに新しい園舎に入

ってほしいという思いを貫くには、もうスタートさせていただかな

いことには、それが実現しなくなってくると思いますので、ご協力

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

（保護者） ちょっと時間も予定より過ぎていますし、小さいお子さんを預け

られている方は、閉会のほうに向かっていかないといけないと思う
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んですけれども、最初に言われたように、この協議会で話し合った

ことはもう決定事項になりますということなんですけれども、じゃ

あ、今日、今の、今日のこの会議で何が決定したのか、決定に至ら

ないことが決定したのかどうか、ちょっとそのまとめをしていただ

きたいのと、後は多分、それでもまだ皆さん、まだうやむやしたと

ころがあるかと思って、これは、これで三者協議が最後というわけ

ではないと思うので、また次、こんなことが提案できますとか、今

度、このころにはこんな話をさせてもらいたいとか、次の予定とか

がわかればと思っていますので、まとめの方向に持っていかせても

らってもよろしいですか。 

（保護者） 一つ、すみません、あくまでもまとめのほうに持っていくつもり

での発言と自分では思っているんですけど、その、今日、ちょっと

私あの、先ほどの課長さんの話で保護者会の意見をという形で、も

う本当に、１カ月前に戻ってしまったなと思ったんですね、その時

点で。それで、同じようなやりとりが１カ月前にあって、それでア

ンケートを取るとかいろいろなことで、今日に至っていると思うん

ですけれど、今の、もちろん園長先生がこうやってやっていきます

のでよろしくお願いしますって、先ほど、ちょっとその、やっぱり

１カ月前は本当に、もちろん園と市の両方の進め方のまずさもあっ

たと思うんですけど、市が本当に園に任せていますって、園がやり

たいのかやらないのか、保護者さんとそっちで協議してくださいっ

てスタンスだったんですよ、１カ月前は。そういうのから。 

（ 市 ） いや、それは違います。 

（保護者） いや、そういうふうにおっしゃったんですよ。中路課長代理はお

っしゃったんですよ。 

      それで、そういう中でスタートしていて、いや、違うでしょと。

やっぱり市も責任もありますよねということで、そういったことが

ご理解されて、冒頭の課長のお話でしたら、そのあたりはしっかり

理解していただいているんだなと思って、今日スタートしていて。

で、今、やっぱり保護者の、その少数意見を無視にはできないとい

うようなことでおっしゃった段階で、またその園に対して、ちょっ

と市はやっぱり第三者で、市と保護者でというようなニュアンスに

今、聞こえてしまったんですね。 

      だから、そうじゃなくって、いまだ園長先生がやりますって言っ

たときに、どっちにしても、市も、本当に自分たちのその、全く５

年という１つの協議期間の中でもありますので、本当に主体的に、
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またどういった状況、推移をしっかり傍観するんではなくって、そ

の中に入って、うまくまとまるようにも、決して園と保護者任せに

するのではなくって、そういうような関わりをしていっていただき

たいんですよ。だから、ちょっと、もちろん今の時点で、国からの

最終の内示がおりていない中での発言もできないというのもあると

は思うんですけれども、そうはいっても、進めていこうとされてい

る時点で、それを、いや、今ね、そうされたらどうですかって、や

っぱり心の中では本当は反対にしてほしいと思っている方が、逆に

園とか市、こうやって進めたらいいんじゃないですかって、逆に進

め方をご提案されているんですよ。そういう状況もちょっと、本当

に心苦しいなと思っているんですけれど、やっぱりそういう中で、

もうちょっとイニシアチブをしっかりとって、園と市は進めていか

ないとまとまらないと思いますし、保護者を本当に納得させるよう

に、しっかりリーダーシップとっていただきたいと強く思います。 

（ 市 ） はい、ありがとうございました。今、言っていただいた、すみま

せん、冒頭の説明と、市側の説明の部分でちょっと齟齬をというふ

うになってしまった部分については申しわけない、伝え方が、私も

下手やったなというふうに思います。 

      当初も二者で、言えばもう法人さんと保護者さんでやってくださ

いよというふうに認識されてしまっていることについては申しわけ

なかったと思います。最初、別にその二者でやってください、三者

はやりませんよということで進めさせていただいたわけではありま

せん。あくまで、どうですかと、こういう方向で、まずどうしまし

ょうというのを、法人と調整をさせていただいたときに、まずはそ

したら私のほうで説明してみますということで始まった部分ですの

で、三者を何もしないよということで始まったものではないという

ことだけご理解いただきたいというふうに思います。 

      それと、連携の部分については、今、法人さん、園任せで進めさ

せていただくということではございません。今、いただいた部分に

ついても、しっかり市も聞かせていただいていますので、園のほう

にもこういうことはできませんか、協力できることはこういうこと

ですとかいう部分についてはしっかりと連携をとってやってまいり

ます。ですので、そこを十分ご理解いただきたいというふうに思っ

ています。 

      それと、今、園長先生のほうから意思については伝えられたとい

うふうに思っています。市のほうはこういう経過があります、あく
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まで実施主体はどこかってなると、園が建替えにかかる費用も自己

資金で出されたりするわけですから、そこについては、そこの部分

についてはなかなか市が入っていけない部分はございますけれども、

市としては待機児童対策という部分もありますので、それと環境改

善という、何回も同じ話になってしまって申しわけないですが、そ

の部分はしっかり、市の意思としては持っておりますので、この建

替えについては市も、市の立場としてもお願いしたいというところ

ですので、今、園長先生から建替えに向けて、こうしたいので協力

をということですので、同じ思いですので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

      ですので、非常にその三者、保護者様のご意見をどう集約するの

かというのは非常に難しいなというふうには感じていました。です

ので、ただ、私ども市は、中立的な立場もとって協議を進めないと

いけないというところもありますので、今回、こういうふうな形に

なってしまったことについてはご理解賜りたいと思います。 

      方向性とさせていただいたら、この三者協議会の会をもってです

ね、法人さん、今、おっしゃっていただいたように建替えに向けて

取り組んでいきたいということですので、今回、協議の中ではその

方向性についてはご承認いただければというふうには思っています

ので、どうぞよろしくお願いいたしたいと思います。 

      で、先ほど、保護者会さんでどうですかというのは、ご意見、い

ろいろいただいて、そのまとめ方の部分についてクエスチョンの部

分があるということでしたので、それであればということでさせて

いただきましたけれども、また今いただいた中でいくと、市も、法

人さんも市も、今回のこの建替えに当たってはその方向で行きたい

というふうに考えていますので、ご協力をよろしくお願いいたした

いと思います。考え方については以上、これが法人と市の建替えに

当たっての方向性でございますので、ご理解賜りたいと思います。 

      で、今いただいた、これまでいただいた部分については、当然、

回答させていただいた部分と、まだできていない部分、それとスケ

ジュール的な部分であったりとかというのは今後進んでいく中でし

っかりと、法人さんと保護者さんだけに任せるのではなくて、市の

ほうも十分、今、イニシアチブを取ってということでご意見いただ

いたように、しっかり入らせていただいて、説明責任等果たしてい

きたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（保護者） すみません、蒸し返すという意味ではなくて、今日、今回の話し
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合いで、全体としては反対の意見の方は意見がちょっと言いにくい

雰囲気だったと、流れだったと思います。意見が分かれても、保育

園がはっきりしてくださいよっておっしゃるのは、建替えに反対し

ている人が多分いないからだと思うんですよね。ただ、今の時期の

建替えを反対している方がいる中で、保育園がはっきりしてくださ

れば、それであやふやにはならないので、なし崩しにはならないの

でという意味はとてもよくわかりながらも、反対の気持ちをお持ち

の方は、私、正直、どっちもあるんですけど、反対の気持ちも持っ

ているものとしても、なし崩しでもいいから５年以降だったらもめ

なかったのに、もっと話す時間があったら、みんな、意見を出せた

のにという、そら組の方で、特に反対されている方はどんな気持ち

だろうかというのは正直とっても、結構つらい気持ちを持っていま

す。 

      何度も多数決の話も出ましたけど、多数決については、最初から

全員で多数決を取ったって、反対するのが少数派、反対するとした

ら、ほとんど、今の乳児クラスの方は反対される理由も余りないで

しょうし、反対意見のほうが多いということはまずないだろうとい

うことは最初からわかっていました。なので、最初、たいようとそ

らさんだけで話していただくということがあったわけですけど、そ

のときにも多数決は取らない、だから、そういう少数派の意見のほ

うが少ないのがわかっているわけだし、少数派の意見、反対派の意

見のほうが少ないことはわかっているわけだし、反対の方ね、多い

うちはと言っていたんですけど、今日、正直、人数、参加率、大分

低いと思います。もちろん興味がなくて参加してらっしゃらない方

もいらっしゃるでしょうし、反対だけど参加できないという方もい

らっしゃるんでないかなと思うんですけども、これは推測でしかで

きないですけど。 

      で、今回、なし崩しというわけにはいかないということで決定に

なったんだと思います。でも、今も反対されていらっしゃる方もい

らっしゃると思うので、決まってしまったら、あのとき、反対した

けども、結果的にはとってもよかったと、今のそら組さんが卒園さ

れる、すみません、思ってもらえるような工事にしていただきたい

と思います。 

（ 市 ） ありがとうございました。 

（保護者） 今日の会議なんですけども、園としては反対意見もあるでしょう

けれども、そこはできるだけ解消してきますということで、建替え



 59 

を進めますということで明言されるということでよろしいですかね。 

（法 人） はい。 

（保護者） で、この会の議事録もそうですけれども、その方向で進みますと

いうのを文書として、全保護者にも知らせていただきたいというこ

とと、保護者会としてのなんですけども、だから賛成、反対の意見

をとるというわけではなくて、反対意見、賛成している中でも心配

することとかあるかと思いますので、その辺を解消していく、意見

をまとめるという立場で進めさせてもらってよろしいでしょうかと

いうのをこの会で決めたという、最初に言ったこの三者協議会の決

定事項というのはその点、園としては建替えを進めます、建替えで

行きますということで、保護者会は、建替えにこんな不安がありま

す、反対にする中に、反対ですけど、こういうことは必ず解消して

もらいたいということをまとめるというスタンス、立場でいきます

ということで、よろしいでしょうか。この少人数だけで決めてしま

うのはあれなんですけども、三者協議の、今回の話のまとめとして

は、その内容でよろしいでしょうか。 

      また話が進んでいく中で、対保育園、二者だけじゃなくて、市の

ほうにも聞かないとわからないようなこととか、市としてまた協力

してもらいたいようなこととか出てくるかと思いますので、またそ

のときはご協力、もちろんいただきたいということと、また何か、

直近の、次回のお話とかも、もうここで決めてもよろしいでしょう

か。 

（ 市 ） 三者協議会というところですけれども、これは三者のうち、どこ

かが開催をと、この案件についてということであれば開かせていた

だくものでございますので、ただ、日程調整とかそういうのは必要

ですけれども、そこはそういうふうに、市もしっかり、先ほど会議

の中でも説明させていただいたように、しっかりと連携させていた

だいて、保護者様の意見、園の状況とか、確認しながら進めていき

たいというふうには思っていますから、今後、何かあれば市のほう、

もしくは園、もしくは市のほうにご相談いただければ、それで連携

してやっていきたいということは、ここで約束させていただきたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

      ですので、もし、次回の日程を今、日程だけとにかく、それを、

そのときに案件が上がるか上がらないかは別として、日程を決めて

いきたいと思います。第１週の、すみません、三者協議会、基本、

定例で今は二者でされていると思うんですけども、当初、三者はこ
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の第１土曜日の９時からという形になっています。ですので、それ

でいくと、来月となると１月６日、土曜日という形にはなります。

決まっている分です。ただ、その中で、保護者さんの中で、やっぱ

りちょっと６日は厳しいよということであれば、それを１週ずらし

たりとかいうこと、調整は可能です。今、定例で行くと、もう６日

ですということで、置かせておいていただいて、ここに一応、案件

まだ決まっていないですけれども、その時点でどういう報告ができ

るかというのであれば、それを開催日と、予定日ということでさせ

ておいて。 

（法 人） 13 が保護者会なんですよ。なので、ちょっと時間差つけていただ

けたら。 

（保護者） ９時から１時間程度で、10 時。 

（保護者） 逆に、例えば、前、その三者協議会をやった後に役員会という形

でさせてもらっていたんですけれども、当時は、ですから、ちょっ

と役員会の中にも時間の、あれもありますけれども、役員会、ちょ

っと時間が読めないところもあるし、三者協議会を先にしたほうが。 

（ 市 ） そしたら、ちょっとそこら辺については日程、ちょっと調整させ

ていただく。今のでいくと、13 日が役員会で、その前に三者させて

いただいてという流れ。ただ、すみません、第２の土曜日はほかの

三者協議会が予定で、もう定例で決まっているところがありますの

で、ちょっと市のほう、参加できるメンバーというのがちょっと変

わったりとかする可能性もございますので、そこはちょっとご了承

いただきたいなというふうに思います。 

（保護者） 想定できる何か、そのお話、市のほうから何か、新たな事項が決

まっているというとかというのはあります。 

（ 市 ） 国の内示で来るのは、もう確実に出ています、そのころには。そ

して、その出た後の、入札とかというのが、もう決まっている状況

という形にはなってくるとは思います。 

（保護者） じゃあ、国の内示も出ていることでしょうし、業者のほうとかも

決定してきていることだろうと思いますので、すみませんが、１月

開催の方向で調整を願いいたします。 

（ 市 ） あと日程についてはちょっとまた、園を通してですけど、調整さ

せていただいて、決まったところで市も参加させていただくという

形で行きたいと思いますので、すみません。 

（保護者） 13 日だと、ご出席が難しいということですね。 

（保護者） すみません、今日の会の雰囲気のこととかもわかっていただいて
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いるので、できたら課長さんは。 

（ 市 ） はい、それは全然。 

（保護者） ご出席いただくとは思うんですけれども。 

（ 市 ） はい、わかりました。すみません、第３が玉島なんで、今、13 日

は第２なんで、大丈夫。 

（保護者） 13 日で調整つきそうですか。また、詳しいことを聞いて連絡さて

てもらいます。 

（保護者） また保護者会の意見をまとめていかないといけないので、何か、

アンケートボックスに入れていただくとか、クラスに役員さんもい

ますので、一度ご意見いただけたらと思いますので、よろしくお願

いします。 

（保護者） 玄関のボックスですよね。 

（ 市 ） すみません、ありがとうございました。それでは時間も当初予定

していた時間より、非常にオーバーして申しわけございません。 

      それでは、次に、２つ目の案件ということで、その他でさせてい

ただく、ほか、何か。今、言えば、調整を、ちょっとその他をさせ

ていただいたような状態になっていますので、ほかによろしいでし

ょうか。 

      それでは、これで本日の案件は全て終了いたしました。これで、

本日の三者協議会を閉会させていただきたいと思います。本日は長

時間にわたり、どうもありがとうございました。 

 

 

―了― 


